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県
内
で
初
め
て
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
教
室

　
８
月
12
日
、
市
内
惣
社
町
の
国
府
公
民

館
に
て
、
市
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た

「
夏
休
み
選
挙
ポ
ス
タ
ー
教
室
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
来
年
４
月
に
、
市

長
選
挙
と
市
議
会
議
員
選
挙
を
控
え
る

中
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
に
選
挙
へ
の
理

解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
選

挙
ポ
ス
タ
ー
教
室
の
開
催
は
、
栃
木
県
内

で
初
め
て
の
試
み
と
な
り
ま
す
。

文
星
芸
大
の
学
生
を
講
師
に

　
当
日
は
、
市
内
の
小
学
生
41
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
講
師
を
務
め
た
の
は
、
宇
都

宮
市
の
文
星
芸
術
大
学
の
デ
ザ
イ
ン
専
攻

に
所
属
す
る
、
５
人
の
学
生
で
す
。

　
会
場
に
は
、
選
挙
で
使
わ
れ
る
本
物
の

投
票
箱
や
、
開
票
し
や
す
い
よ
う
に
特
殊

加
工
さ
れ
た
投
票
用
紙
の
見
本
も
用
意
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
投
票
用
紙
を
折
っ

て
投
票
箱
に
入
れ
て
み
た
り
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
に
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
講
師
を
務
め
た
学
生
に
、

描
く
絵
の
イ
メ
ー
ジ
の
作
り
方
や
、
描
き

方
な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら
、
思
い
思
い
に

画
用
紙
に
描
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
生
の
一
人
は
、「
絵
が

上
手
く
な
り
た
い
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し

た
。
難
し
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」
と

感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　　　     特集   民生委員制度は 100 周年を迎えました ・・・2
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特 集 これからも地域とともに

民生委員制度は
今年１００周年を
迎えました！

民
生
委
員
児
童
委
員
と
は
？

民
生
委
員
児
童
委
員
と
は
？

民
生
委
員
児
童
委
員
Q
&
A

民
生
委
員
児
童
委
員
Q
&
A

　
地
域
福
祉
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

　
「
民
生
委
員
」は
、民
生
委
員
法
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。社
会
福
祉
の
増
進
の
た

め
に
、地
域
住
民
の
立
場
か
ら
生
活
や
福
祉
全
般
に
関
す
る
相
談・援

助
活
動
を
行
っ
て
お
り
、創
設
か
ら
今
年
で
1
0
0
年
の
歴
史
を
持
つ

制
度
で
す
。ま
た
、全
て
の
民
生
委
員
は
児
童
福
祉
法
に
よ
っ
て「
児

童
委
員
」も
兼
ね
て
お
り
、妊
娠
中
の
心
配
ご
と
や
子
育
て
の
不
安
に

関
す
る
様
々
な
相
談
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
核
家
族
化
が
進
み
、地
域
社
会
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
っ
て
い
る
今

日
、民
生
委
員
児
童
委
員
が
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
な

り
、支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
と
行
政
や
専
門
機
関
を
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
人
が
民
生
委
員
児
童
委
員
に

な
っ
て
い
る
の
？

ど
ん
な
人
が
民
生
委
員
児
童
委
員
に

な
っ
て
い
る
の
？

　
地
域
の
推
薦
を
受
け
、厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
方
で
す
。

　
住
民
の
方
で
、そ
の
地
域
の
実
情
を
よ
く
知
り
、福
祉
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
な
ど
の
要
件
を
満
た
す

人
が
民
生
委
員
児
童
委
員
に
選
ば
れ
る
対

象
に
な
り
ま
す
。

　
任
期
は
3
年
で
再
任
も
可
能
。 

ま
た
、民

生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
上
知
り
得
た
情

報
に
つ
い
て
は
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。こ
の
守
秘
義
務
は
、委
員
退
任
後
も

引
き
続
き
課
さ
れ
ま
す
。

栃
木
市
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の
組
織
は

ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
？

栃
木
市
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の
組
織
は

ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
？

　
栃
木
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
は
全
部
で
１７
の
協

議
会（
栃
木
地
域
が
１
区
〜
１２
区
、大
平
地
区
、藤
岡
地
区
、都
賀
地

区
、西
方
地
区
、岩
舟
地
区
）に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
２２
年
３
月
２９
日
、旧
栃
木
市・大
平
町・藤
岡
町・都
賀
町
の
１

市
３
町
が
合
併
し
、平
成
２２
年
１２
月
１
日
よ
り
、旧
市
町
の
協
議
会
を

ひ
と
つ
と
し
連
合
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
平
成
２３
年
１０
月
１
日
の
旧
西
方
町
と
の

市
町
合
併
に
伴
い
、平
成
２４
年
４
月
よ
り
、

連
合
会
に
西
方
地
区
が
加
わ
り
、そ
し
て

平
成
２６
年
４
月
５
日
の
旧
岩
舟
町
と
の
市

町
合
併
と
同
時
に
連
合
会
に
岩
舟
地
区
が

加
わ
り
ま
し
た
。

民
生
委
員
児
童
委
員
は

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

民
生
委
員
児
童
委
員
は

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　
地
域
の
見
守
り
や
相
談・支
援
、地
域
福
祉
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
は
地
域
の「
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
」に

所
属
し
、地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
福
祉
に

関
す
る
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、地
域
住
民
で

あ
る
皆
さ
ん
と
同
じ
立
場
で
相
談
に
の
り
、

必
要
で
あ
れ
ば
福
祉
制
度
や
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
関
係
機

関
へ
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
に
は

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
あ
る
の
？

民
生
委
員
児
童
委
員
に
は

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
あ
る
の
？

　
幸
せ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
の
中
に
、民
生

委
員
の「
み
」の
文
字
と
児
童
委
員
を
示
す
双
葉
を
組
み
合
わ
せ
、

平
和
の
シ
ン
ボ
ル
の
鳩
を
か
た
ど
っ
て
、愛
情
と
奉
仕
を
表
し
て
い

ま
す
。

民生委員児童委員シンボルマーク

第１区民児協のみなさん

第３区民児協のみなさん第９区民児協のみなさん

第６区民児協のみなさん
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私たちにご相談ください!

民
生
委
員
児
童
委
員
に
相
談
し
た
い
と
き
は
？

民
生
委
員
児
童
委
員
に
相
談
し
た
い
と
き
は
？

『
地
域
が
あ
っ
て
、
自
分
が
あ
る
』

『
地
域
が
あ
っ
て
、
自
分
が
あ
る
』

各地区協議会はこんな意気込みで活動に取り組んでいます！

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

第１１区民児協のみなさん第１１区民児協のみなさん 小中学生の登下校の見守り活動

平成２９年度栃木市民児協連合会総会毎月初旬に行われる会長会

平成２７年度の豪雨災害の教訓を活かし防災マップを作成藤岡地区民児協で行った視察研修民生委員児童委員の全国大会で地区の活動について発表

民生委員制度１００周年のPR活動として

大平地区民児協のみなさん

【 第１区 】１５人の力を結集し身の丈に合ったあったかい活動を
【 第２区 】子どもと高齢者は地域の華　そんな商店街の２区
【 第３区 】第三区の私達一同、関係機関とのつなぎ役として、地域のみんなと協力し、
　　　　　明朗で健全な地域づくりのため活動します！
【 第４区 】笑顔で見守り支え合い地域の幸せ真心で
【 第５区 】“地域に溶け込んで”
【 第６区 】我らの中心的役割「受けとめること」「つなぐこと」
【 第７区 】朝の挨拶　夕方の家に灯る明かり　心がホッ
【 第８区 】地域に広げよう福祉の輪　ハートフル大宮
【 第９区 】地域でいつまでも安心して暮らし続けられるよう課題・支援を共有し、
　　　　　様々な機関と連携し活動してまいります。
【第１０区】ふれあい、支え合い、広がる笑顔、吹上の未来
【第１１区】地域住民の笑顔 私達が見守ります
【第１２区】栃木市の東から広げよう福祉の輪
【大平地区】繋がる心、ふれあう魂、地域を支える民生委員
【藤岡地区】今を安心して生活できる地域のために　
【都賀地区】「地域見守り」と「地域の絆」
【西方地区】お年寄りや子どもの地域生活を見守る仕事をしています
【岩舟地区】過去・未来　市民の夢つなぐ岩舟地区民児協

他
に
も
こ
ん
な
事
業
や
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

他
に
も
こ
ん
な
事
業
や
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
福
祉
に
関
す
る
こ
と
、

子
育
て
な
ど
の
不
安
に
関
す
る
様
々
な
相
談・支
援
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
の
信
条
に
は
、「
隣
人
愛
を
も
っ
て
」「
す
べ
て
の
人
々
と
協
力

し
」と
い
う
言
葉
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
活
動
を
始
め
て

か
ら
、早
２２
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
私
の
活
動
の
原
点
に

は
、常
に
こ
れ
ら
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。高
齢
者
世
帯
の
見
回

り
、障
が
い
の
あ
る
方
々
と
の
関
わ
り
、児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
べ
る
地
域
づ
く
り

な
ど
。難
し
い
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。で
も一方
で
、ご
高
齢
の
方
々
や
こ

ど
も
達
の
最
高
の
笑
顔
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
大
変
だ
け
ど
楽
し
い
、つ
ら
い
け
れ
ど
う
れ
し
い
。複
雑
な
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら

も
、少
し
は
地
域
に
貢
献
で
き
て
い
る
の
か
な
と
思
え
る
こ
の
仕
事
に
と
て
も
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
い
つ
も
思
う
の
は
、「
わ
た
し
は
地
域
に
活
か
さ
れ
て
い
る
ん
だ
」と
い
う
こ

と
。楽
し
さ
も
、う
れ
し
さ
も
、苦
し
み
も
、悲
し
み
も
、そ
し
て
や
り
が
い
も
、地
域
の

み
な
さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
を
持
た
せ
て
も
ら
え
る
か
ら
こ
そ
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ん

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、毎
日「
今
日
は
こ
れ
を
や
ろ
う
！
」と
張
り
合
い
を
持

っ
て
生
活
で
き
て
い
る
の
も
、民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
み
な
さ
ん
を
支
え
な
が
ら
、時
に
は
地
域
の
み
な
さ
ん
に
教

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、一緒
に
手
を
取
り
合
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
、今
年
度
か
ら
栃
木
県
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
を
仰
せ
つ
か

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。思
っ
て
い
た
以
上
に
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、民
生
委
員
制

度
１
０
０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
に
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
あ
る
こ
と
で
、

今
一
度
原
点
に
立
ち
返
り
、今
ま
で
よ
り
も
一
層
力
強
く
、そ
し
て
温
か
な
愛
情
を
持

っ
て
、ま
す
ま
す
元
気
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
が
必
要
な
と
き
、子
育
て
や
介
護
で
の
心
配

ご
と
や
不
安
と
い
っ
た
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委
員

児
童
委
員
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、相
談
し
た
方
の
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

　
地
域
の
民
生
委
員
児
童
委
員
に
つ
い
て
知
り
た
い
場
合
、ま
た
、民
生
委
員
児
童
委

員
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
場
合
は
、問
合
先
へ
。

問
合
先　
福
祉
総
務
課　
☎
（21）
２
２
０
１

●
担
当
区
域
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
い
る
世
帯
、児

童・妊
産
婦・母
子
家
庭
な
ど
の
状
況
把
握（
家
庭
訪
問

や
地
域
で
の
情
報
収
集
な
ど
）

●
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

福
祉
・サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
情
報
提
供

●
支
援
が
必
要
な
方

の
様
々
な
相
談
へ
の

対
応・助
言

●
児
童
の
登
下
校
時

の
声
か
け
、パ
ト
ロ

ー
ル
活
動 

な
ど

具
体
的
に
は…

栃
木
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会

会 

長　

日
向
野
文
代

〜
地
域
が
わ
た
し
の
パ
ワ
ー
の
み
な
も
と
で
す
〜



　各プロジェクトでは、10年後の
2026年度に向けた具体的な数値目
標を定め、その達成のため、短期
（３年以内）、中期（５年以内）、長期
（10年以内）に分け、各種の施策を展開してまいり
ます。

　本ビジョンの策定にあたっては、多様な意見を
取り入れるため、市内の高校生、新規就農者、
女性農業者、消費者、農業士、認定農業者などで
構成された「栃木市農業振興推進会議」を中心に
議論を重ねてきました。また、本ビジョンのキャッ
チフレーズである「『農業』で 栃木を明るく ステ
キな街へ」は、栃木農業高校の生徒にご提案いた
だいたものです。
　今後は、この栃木市農業ビジョンを、本市の
農業分野の最上位計画と位置づけ、農業者の皆
さんをはじめ、関係機関や各種団体の皆さん、
そして市民の皆さんとともに、市の農業の発展に
取り組んでまいりますので、ぜひ、皆さんで手を
とりあって栃木市の農業を盛り上げてまいりま
しょう！

栃木市長　鈴木俊美

No.56

の増大など、農業を取り巻く状況がますます厳
しさを増しています。このような状況を乗り越え
るため、本市では、時代の潮流に的確に対応しな
がら、本市の農業が今後とも成長産業として発展
していけるよう、今後10年間の本市の農業のある
べき姿や方向性をめざして、今年３月に「栃木市
農業ビジョン」を策定しました。今回は、この
栃木市農業ビジョンについてお話をしたいと思い
ます。

　「栃木市農業ビジョン」は、現在の市の農業が
抱える７つの大きな課題に対応して、アクション
プラン「とちぎアグリプロジェクト７」を定め、
「栃木市型農業」を目指すものです。
＜「生産振興戦略」としての４つのプロジェクト＞
①意欲ある担い手農家の確保・育成
②次代を担う新規就農者の確保
③競争力と継続性のある強い経営体の育成
④農業公社の積極的な活用
＜「販売戦略」として３つのプロジェクト＞
①儲かる農業への転換
②農畜産物の戦略的ＰＲの促進
③農業に生きがいを持ち、楽しく頑張る小規模
農家への後押し

　市民の皆さん、こんにちは。

　実りの秋となりました。皆さんは、栃木市で
生産される農産物というと、何を思い浮かべる
でしょうか？
　豊富な水資源や冬場でも日照時間が長いという
風土や気候の特徴を生かして栽培される米や、
いちご、ぶどう、梨などの果物、トマトやにら、
宮ねぎなどの野菜、とちぎ和牛などの畜産物、
あるいは、平成27年度に産出額が全国１位に輝いた
二条大麦（ビール麦）を挙げる方もいることで
しょう。豊かな自然環境と、首都圏に近いという
地理的優位性を持つ本市は、県内有数の農業都市
です。

　今、国内では、グローバル化に伴う大きな農業
変革、農業者の高齢化や担い手不足、耕作放棄地

今月の注目情報今月の注目情報今月の注目情報

栃木市農業ビジョン

　今年のテーマは“NEXT！～あなたがつなぐ未来へ～”。
　今年のカラーはフレッシュ・レモンイエロー。
　黄色いグッズを身に着けて、遊びに来てください。

日時　10月22日(日)　10時～15時30分
場所　栃木市総合運動公園(川原田町)

・協育…「とちぎふるさと絵手紙」の入賞作品を体育館
にて展示。「親子チャレンジランキング大会」、認知症
予防教室」

・ステージ…若い力でステージイベントの企画・運営！
ＮＥＸＴ ＧＥＮＥＲＡＴＩＯＮ！

・くらら…各市民活動団体による展示・体験などの活動PR
・子育て…クラフト、ベーゴマ、プラレール、サロンの
おもちゃで絵本の読み聞かせ、ハロウィンパレードで

　東武鉄道を利用して東京都内に通勤する方に、
通勤時の特急券購入費用の一部を補助します。

　次世代へつなげよう！
・キッズワーク…協力店でお仕事体験（警察・大
工・看護体験等　予約優先120人程度）

・物販…飲食物・物品販売・企業ＰＲ等
・スマイルハーツ…放課後カフェ、すっごい車いすの
体験、点字体験、楽しい体操など、楽しい暮らしに
つながるブース
・その他…熱気球体験、苗木配布、白バイ展示、はしご
車搭乗体験、献血車 

※まつり前日の準備、当日のボランティアとして参加
してくださる方を募集しています。詳細は問合先へ

問合先　とちぎ協働まつり2017実行委員会事務局(とちぎ
市民活動推進センターくらら内(水曜日休))／
☎(20)7131

とちぎ協働まつり２０１7とちぎ協働まつり２０１7 ～みんなでつくる
　明るい豊かなまちづくり～

都内に電車通勤する皆さんを応援！

　市では、住宅金融支援機構と連携して、栃木市に移住
される方などを対象に、長期固定金利住宅ローン
「【フラット35】子育て支援型・地域活性化型」の借入金利
を引き下げる制度を設けています。

を考えている方にオススメ！

【フラット35】金利がお得になります 通勤者特急券購入費補助金通勤者特急券購入費補助金
栃木市への移住

　　　　

　　　　

・市の「まちなか定住促進住宅新築等補助金」の「ＩＪＵ補助
金」に該当する方（ＩＪＵターンで市に移住し、市に５年以上の
定住を誓約するなど、複数の条件があります）

・市の「空き家バンクリフォーム補助金」に該当する方

【フラット35】の借入金利を当初５年間、年0.25％引き下げ

ます。また、【フラット35】Ｓと併用することにより、最大で0.50％引き
下げることが可能です。なお、引下げ率は変動しますのでご注意ください。

　　　　　【フラット35】の取扱金融機関にて。制度や申請方法等の詳細
は問合先へ。

　　　　　平成30年３月31日まで

　　　　　住宅課　☎(21)2453
住宅金融支援機構お客さまコールセンター　☎0120-0860-35

対　象

内　容

問合先

申請期間

申請先

　　　　　市内にお住まいで、東武鉄道を利用して東京都内へ通勤して
いる方（特急料金に対して通勤手当が支給されている方、世帯に市税の
滞納がある方、対象者や世帯員が暴力団員の場合を除きます）

　　　　　通勤のために利用した東武鉄道の特急券の購入費用

　　　　　１月につき最大１万円

　　　　　補助金の申請をした日からその年度の末日まで

　　　　　10月１日～平成31年３月31日

※制度や申請方法等の詳細は問合先へ。

　　　　住宅課　☎(21)2453

対　象

補助対象

問合先

イベントエリア紹介

補助期間

申請期間

補助金額

住宅ローン

4２０１７（平成２９）年９月２０日　発行 今月の注目情報・市長通信広報とちぎ 10月号



　

６
月
22
日（
木
）〜
８
月
１
日（
火
）、
市
内
の

６
か
所
で
、
原
爆
写
真
の
パ
ネ
ル
や
昨
年
度
の
広
島

平
和
記
念
式
典
中
学
生
派
遣
活
動
記
録
な
ど
を
展

示
し
ま
し
た
。
と
ち
ぎ
平
和
展
に
設
置
し
た
折
鶴

コ
ー
ナ
ー
で
折
ら
れ
た
鶴
５
７
４
羽
は
、
来
年
、

広
島
の
原
爆
の
子
の
像
に
奉
納
す
る
予
定
で
す
。

 

太
平
洋
戦
争
末
期
、
沖
縄
県
警
察
部
長
と
し
て

沖
縄
県
民
の
疎
開
救
済
に
命
懸
け
で
奔
走
し
た
、

宇
都
宮
市
出
身
の
荒
井
退
造
氏
の
足
跡
を
通
し
て

平
和
や
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、
栃
木

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
と
ち
ぎ
平
和

講
演
会
「
沖
縄
に
殉
じ
た
『
疎
開
の
恩
人
』
荒
井

退
造
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
約
１
６
０

人
の
皆
さ
ん
が
来
場
し
、
講
師
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
菜

の
花
街
道
」
荒
井
退
造
顕
彰
事
業
実
行
委
員
会 

代
表 

荒
井
俊
典
さ
ん
の
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
、
藤
岡
公
民
館
に
お
い
て
、

太
平
洋
戦
争
当
時
小
学
生
だ
っ
た
堀
江
宣
男
さ
ん

と
、
女
学
生
だ
っ
た
湯
澤
ト
ヨ
さ
ん
に
、
戦
時
中

の
教
育
や
、
宇
都
宮
空
襲
で
の
体
験
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

三
毳
山
へ
の
時
限
爆
弾
の
投
下
や
栃
木
市
内
の

上
空
を
Ｂ
29
の
編
隊
が
飛
ん
で
行
っ
た
様
子
、

ま
た
宇
都
宮
空
襲
で
避
難
し
た
時
の
話
な
ど
、
日
常

生
活
の
中
に
入
り
込
ん
で
く
る
戦
争
の
恐
ろ
し
さ

を
生
の
声
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、「
戦
争
の
な
い
社
会
が
続
く
よ
う
考
え
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」「
平
和
の
あ
り
が
た

さ
、
危
う
さ
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。」
等

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
広
島
平
和
記
念
式
典
中
学
生
派
遣
団
」
と
し
て

市
立
中
学
校（
全
14
校
）か
ら
２
年
生
男
女
１
人
ず
つ
、

計
28
人
を
派
遣
し
ま
し
た
。
派
遣
さ
れ
た
中
学
生

は
原
子
爆
弾
の
恐
ろ
し
さ
を
現
地
で
感
じ
、
戦
争

の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

平
和
記
念
式
典
参
列（
８
月
６
日
）

　

８
時
に
平
和
記
念
式
典
が
始
ま
り
、
原
爆
死
没

者
名
簿
奉
納
、
代
表
者
に
よ
る
献
花
の
後
、
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
８
時
15
分
に
、
鐘
の
音
と
と

も
に
黙
と
う
が
行
わ
れ
、
平
和
へ
の
祈
り
を
さ
さ

げ
ま
し
た
。

　
【
派
遣
団
員
の
活
動
報
告
か
ら
の
抜
粋
】

　
「
式
典
に
は
多
く
の
人
が
参
加
し
て
い
て
、

参
加
し
て
い
る
人
の
多
く
は
核
兵
器
の
廃
絶
を

望
ん
で
い
る
の
だ
と
思
う
と
、
一
刻
も
は
や
く
、

全
世
界
が
平
和
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」

　
「
広
島
市
内
の
子
ど
も
代
表
に
よ
る
平
和
へ
の

誓
い
の
中
で「
感
情
ま
で
も
奪
わ
れ
た
人
が
い
た
。」

と
い
う
と
こ
ろ
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
僕
ら
が

生
き
て
い
る
今
の
時
代
で
は
、
簡
単
に
笑
っ
た
り
、

怒
っ
た
り
、
泣
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
も
、
こ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前

で
は
な
く
な
る
戦
争
は
、
と
て
も
恐
ろ
し
い
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。」

　
「
一
人
一
人
の
命
の
重
み
を
知
り
、
世
界
中
の

人
々
に
届
く
言
葉
で
戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
戦
争
を
し
て
も

何
も
生
ま
れ
な
い
し
、
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

こ
と
を
心
に
き
ざ
み
、
私
た
ち
の
貴
重
な
体
験
を

少
し
ず
つ
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

被
爆
体
験
講
話
学
習（
８
月
７
日
）

　

被
爆
さ
れ
た
方
の
講
話
を
通
し
て
、
原
爆
被
害

の
実
態
を
学
び
ま
し
た
。（

講
師
：
山
本
定
男
さ
ん
）

　
【
派
遣
団
員
の
活
動
報
告
か
ら
の
抜
粋
】

　
「
原
子
爆
弾
は
自
分
が
想
像
し
て
い
た
以
上
に

悲
惨
な
も
の
で
し
た
。
何
の
罪
も
な
い
人
達
を

た
っ
た
一
発
落
と
し
た
こ
と
で
多
く
の
人
が
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
、
放
射
線
に
よ
る
後
遺
症
で
た
く

さ
ん
の
方
が
苦
し
ん
だ
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
原
子

爆
弾
に
よ
る
被
害
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
と
は
思
っ

て
い
た
も
の
の
、
被
害
の
様
子
を
聞
い
て
い
る
と

胸
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。」

　
「
最
も
心
に
残
っ
た
の
は
、
終
戦
後
も
被
爆
し

た
方
は
苦
し
み
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
時
の
苦
し
み
だ
け
で
は
な
く
、
白
血
病
な
ど

の
原
爆
症
や
、
差
別
を
さ
れ
て
し
ま
っ
た
方
も
い
た

そ
う
で
す
。
特
に
私
は
、
差
別
や
偏
見
が
今
で
も

少
し
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

結
婚
す
る
と
き
や
銭
湯
に
入
る
と
き
、
被
爆
者

だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
拒
ま
れ
て
し
ま
う
な
ん
て
、

決
し
て
あ
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
。
で
も
、

こ
の
出
来
事
が
風
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま
た

同
じ
こ
と
が
起
き
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
出
来
事
を

教
え
て
も
ら
っ
た
私
達
が
、
そ
れ
を
発
信
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」

千
羽
鶴
の
作
製
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

今
年
、
各
中
学
校
で
心
を
込
め
て
作
製

し
た
千
羽
鶴
、
昨
年
の
原
爆
パ
ネ
ル
展
等
で

市
民
の
皆
さ
ん
に
作
っ
て
い
た
だ
い
た
折
り

鶴
は
、
大
切
に
原
爆
の
子
の
像
に
奉
納
し
て

き
ま
し
た
。

　

派
遣
団
員
の
中
学
生
が
、
今
回
の
派
遣
で

学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
市
民
の
皆

さ
ん
の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。
今
後
は
各
校

の
学
校
祭
な
ど
で
発
表
し
、
原
爆
の
恐
ろ

し
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
全
校
生
徒
に
伝
え

ま
す
。

問
合
先　

総
務
課　
☎
（21）
２
３
４
３

８
月
25
日
、報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

と
ち
ぎ
平
和
展

と
ち
ぎ
平
和
講
演
会

広
島
平
和
記
念
式
典
へ
の
中
学
生
派
遣

戦
争
体
験
を
聞
く
会

栃木市の非核平和事業栃木市の非核平和事業
～核兵器のない、平和で安心して暮らせる社会の実現のために～～核兵器のない、平和で安心して暮らせる社会の実現のために～

　市では、栃木市非核平和都市宣言の趣旨を踏まえ、戦争の
悲惨さや核兵器のおそろしさを伝えるとともに、命の貴さや
平和について考える機会を設ける事業を、毎年実施しています。

　市では、栃木市非核平和都市宣言の趣旨を踏まえ、戦争の
悲惨さや核兵器のおそろしさを伝えるとともに、命の貴さや
平和について考える機会を設ける事業を、毎年実施しています。

荒井俊典さん

堀江宣男さん

湯澤トヨさん

た
い
ぞ
う

の
ぶ

お

ゆ

ざ
わ

と
し
の
り

さ
だ

お

被爆体験を熱心に聞く派遣団の皆さん

今月の注目情報 ２０１７（平成２９）年９月２０日　発行5 広報とちぎ 10月号
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相談は無料で秘密は厳守します。気軽にどうぞ。
市内の方であれば、どの窓口でも相談できます。相談業務の案内

今月の注目情報

相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約 )
（弁護士が法的な見解等を助
言 )

10月 13日（金）、27日（金）
11月 10日（金）、24日（金）
10 時～ 12 時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

11 月 16 日（木）
10 時～ 12 時

大平隣保館 2 階相談室 /☎(43)6611
ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-46-7830

10 月 16 日（月）
10 時～ 12 時

藤岡公民館 1 階 研修室 /
藤岡市民生活課☎ (62)0905

10 月 24 日（火）
10 時～ 12 時

都賀総合支所 別館 2 階 会議室 /
都賀市民生活課☎ (29)1124

11 月 28 日（火）
10 時～ 12 時

西方総合支所 1 階 会議室 /
西方市民生活課☎ (92)0308

10 月 19 日（木）
10 時～ 12 時

岩舟総合支所 1 階 相談室 /
岩舟市民生活課☎ (55)7763

○法律相談 ( 事前に要予約 )
※栃木市社会福祉協議会主催

10月3日(火)、17日(火)
9 時～ 12 時

大平地域福祉センター ふるさとふれ
あい館 / 社会福祉協議会大平支所
☎ (43)0294

〇宅地建物相談 ( 事前に要予約 )
( 土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談 )

10 月 20 日（金）
10 時～ 12 時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

○市民相談
( 日常生活の問題など )

月～金曜日
9 時～ 17 時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

○消費生活相談 ( 商品やサー
ビスなど消費生活全般の相談 )

月～金曜日
9 時～ 16 時

入舟庁舎 /
消費生活センター☎ (23)8899

○合同相談
( 行政相談・人権相談 )

　※移動県民相談も同時開設

10月10日（火）、24日（火）
10 時～ 12 時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

11 月 16 日（木）※
10 時～ 12 時

大平総合支所 1 階 相談室 /
大平市民生活課☎ (43)9211

10 月 11 日（水）※
10 時～ 12 時

藤岡公民館 1 階 研修室 /
藤岡市民生活課☎ (62)0905

10 月 24 日（火）※
10 時～ 12 時

都賀総合支所 別館 2 階 大会議室 /
都賀市民生活課☎ (29)1124

11 月 28 日（火）※
13 時 30 分～15 時 30 分

西方総合支所 1 階 会議室 /
西方市民生活課☎ (92)0308

10 月 19 日（木）
13 時 30 分～15 時 30 分

岩舟総合支所 1 階 相談室 /
岩舟市民生活課☎ (55)7763

○人権相談 月～金曜日
8 時 30 分～ 17 時 15 分

大平隣保館☎ (43)6611
ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-46-7830
厚生センター☎ (24)2444
人権・男女共同参画課☎ (21)2161

○いじめ相談電話
月～金曜日 9 時～ 17 時
※土 ･ 日 ･ 祝日 ･ 時間外
は留守番電話 ･FAX

本庁舎 /
青少年育成センター☎ (24)0667
FAX(21)2690

○青少年相談
( 非行問題・不登校など )

月～金曜日
9 時～ 17 時

本庁舎 / 青少年育成センター
☎ (23)6566　FAX(21)2690

○家庭児童相談 (0 ～ 17 歳の
子どもとその家族 )

月～金曜日
9 時～ 16 時

本庁舎 / 家庭児童相談室 ( 子育て支
援課内 )　☎ (21)2227

○ドメスティック・バイオレン
ス相談 ( 配偶者等からの暴力 )

月～金曜日
9 時～ 16 時

本庁舎 /
子育て支援課☎ (21)2229

○障がい児者相談
( 福祉サービスの利用・障がい
を理由とする差別・合理的配
慮及び虐待防止に関する相談 )

月～金曜日
8 時 30 分～ 17 時 15 分

本庁舎 /
障がい児者相談支援センター ( 障がい
福祉課内 ) ☎ (21)2235、(21)2236、
(21)2208
FAX(21)2682

○就労支援相談 ( 事前に要予
約 )
(40 歳未満の就労相談 )

第1・3月曜日13時～21時
第1・3土曜日17時～21時
( ※祝日を除く )

栃木勤労青少年ホーム☎ (22)3113

第2・4月曜日13時～21時
第1・3土曜日13時～16時
( ※祝日を除く )

大平勤労青少年ホーム☎ (43)5191

　
睡
眠
は
足
り
て
い
ま
す
か
？

60

夏
の
疲
れ
（
疲
労
・
疲
労
感
）
が
出
て
く
る
の
が

こ
の
時
期
で
す
。
疲
労
に
は
、
筋
肉
疲
労
や
心
・
脳
の
疲
労
が
あ
り
、
個
人
差

も
大
き
い
の
で
す
が
、
精
神
的
な
要
因
に
影
響
さ
れ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
疲
れ

が
た
ま
る
と
気
力
・
活
力
が
低
下
し
、
や
る
気
や
根
気
も
低
下
し
ま
す
。

「
最
近
の
子
ど
も
た
ち
は
、
疲
れ
て
い
る
？
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま

す
。
様
々
な
ス
ト
レ
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
に
よ
り
、
睡
眠

不
足
が
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
学
校
保
健
会
の
調
査
報

告
（
Ｈ
26
）
に
よ
る
と
﹁
今
朝
︑
す
っ
き
り
目
が
覚
め
ま
し
た
か
？
﹂
の
問

い
で
は
、
小
学
生
で
は
︑
す
っ
き
り
目
覚
め
た
の
は
︑
40
％
程
度
︑
中
高
生
に

あ
っ
て
は
︑
20
％
以
下
︒﹁
睡
眠
不
足
を
感
じ
て
い
ま
す
か
？
﹂
の
問
い
で
は
、

小
学
生
が
約
20
～
30
％
︑
中
高
生
は
半
数
以
上
が
睡
眠
不
足
を
感
じ
て
い
る
、

と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

睡
眠
の
役
割
は
、
食
事
と
同
様
、
生
命
維
持
、
疲
労
回
復
、
心
身
の
健
康

の
維
持
・
増
進
で
す
。
睡
眠
中
に
は
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
や
心
の
安
定
を
促
す
ホ

ル
モ
ン
が
出
ま
す
。
最
近
の
研
究
で
は
、
睡
眠
中
に
学
習
し
た
こ
と
を
脳
が
記

憶
す
る
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。（
米
ボ
ス
ト
ン
大
の
研
究
）
ま
た
、
睡
眠
サ
イ

ク
ル
が
う
ま
く
出
来
て
い
な
い
子
ど
も
（
５
歳
児
の
調
査
）
は
、
三
角
形
が
書

け
な
い
割
合
が
多
く
、
す
ぐ
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
、
衝
動
的
な
行
動
が
多
い
と

い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
（
鈴
木
み
ゆ
き
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
芽
生

え
社
刊
よ
り
）。
と
て
も
驚
く
結
果
で
す
。

子
ど
も
が
「
疲
れ
た
」
と
い
う
時
は
、
乱
暴
に
な
っ
た
り
、
落
ち
込
ん
だ

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
親
が
「
ど
ん
な
ふ
う
に
疲
れ
て
い
る
の
か
」
よ

く
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
よ
い
睡
眠
サ
イ
ク
ル
に
な
る

よ
う
、
食
事
と
睡
眠
に
気
を
付
け
、
よ
り
よ
い
生
活
リ
ズ
ム
を
作
っ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
涯
学
習
課　
☎

(21)
２
４
９
０

事
例
１　
「
民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
と

公
的
機
関
の
よ
う
な
名
称
の
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
。
初
め
て
届

い
た
が
「
最
終
告
知
」
と
あ
り
「
貴
方
が
利
用
し
て
い
た
契

約
会
社
（
ま
た
は
運
営
会
社
）
か
ら
契
約
不
履
行
に
よ
り
民

事
訴
訟
に
な
っ
た
。（
中
略
）
給
料
差
押
え
、
動
産
・
不
動
産

の
差
押
え
…
」
な
ど
と
脅
し
の
文
言
が
書
か
れ
「
裁
判
を
取

り
下
げ
る
に
は
期
日
以
内
に
連
絡
す
る
よ
う
に
」
と
記
載
さ

れ
て
い
た
。
連
絡
期
日
は
昨
日
で
あ
っ
た
。

事
例
２　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に「
サ
イ
ト
閲
覧
履
歴
あ
り
。本
日
中
に
連
絡
な

き
場
合
は
法
的
手
続
き
に
移
行
す
る
。」
と
い
う
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

届
い
た
。
発
信
業
者
名
は
大
手
通
販
サ
イ
ト
事
業
者
の
よ
う
だ
が
、
メ
ー
ル

の
内
容
に
覚
え
が
な
い
。今
後
訴
状
が
届
く
の
で
は
な
い
か
と
不
安
で
あ
る
。

な
ぜ
被
害
に
遭
う
の
か

　
被
害
者
は
、
冷
静
な
状
態
に
戻
っ
た
と
き
「
な
ぜ
騙
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

だ
ろ
う
か
」
と
首
を
か
し
げ
ま
す
。
い
か
に
し
て
消
費
者
の
心
理
を
巧
み
に

操
る
の
で
し
ょ
う
。
騙
す
側
の
ね
ら
い
は
相
手
の
感
情
を
揺
さ
ぶ
り
、
急
か

し
て
金
銭
を
奪
い
取
る
こ
と
で
す
。
騙
さ
れ
る
側
は
突
然
、
架
空
請
求
が
届

く
と
、
驚
き
、
恐
れ
、
不
安
と
い
っ
た
感
情
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
そ
こ
に
期
限

と
い
う
時
間
制
限
が
加
わ
り
、急
か
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
冷
静
さ
を
失
い
、

金
銭
も
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は「
驚
か
す（
注
意
を
引
く
）」「
怖
が
ら
す
」「
急

か
す
」
を
巧
み
に
使
う
架
空
請
求
は
誰
も
が
騙
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
事
を
意
識
し
、
今
以
上
の
個
人
情
報
を
与
え
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
架
空
請
求
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
発
信
者
に
連
絡
す
る
の
で
は
な

く
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
（
入
舟
庁
舎
内
）　
☎

(23)
８
８
９
９

  

架
空
請
求
の
相
談
が
再
び
増
加

栃木市×
　♥婚活セミナー♥  手相芸人 島田秀平が来栃♥　♥婚活セミナー♥  手相芸人 島田秀平が来栃♥　♥婚活セミナー♥  手相芸人 島田秀平が来栃♥　♥婚活セミナー♥  手相芸人 島田秀平が来栃♥　♥婚活セミナー♥  手相芸人 島田秀平が来栃♥　♥婚活セミナー♥  手相芸人 島田秀平が来栃♥
栃木市で実現する自分らしいライフスタイル♪栃木市で実現する自分らしいライフスタイル♪栃木市で実現する自分らしいライフスタイル♪

日時　11 月 12 日 ( 日 )15 時～ 17 時 30 分
場所　市役所本庁舎３階正庁
対象　20 ～ 40 歳で、市内在住または将来市内に居住
する意思のある独身の方
◆当日のプログラム◆
・手相芸人 島田秀平トークショー
・恋愛・結婚のプロフェッショナ
ル 講師によるセミナー
・参加者の皆さんで楽しい交流会
定員　男女各 30 人
費 用　2,000 円（軽食・ソフト
ドリンク付き）
申込　10 月 1 日 ( 日 ) より「ゼクシィ縁結び PARTY」ウェ
ブサイトにて  http://zexy-en-party.net/party/39501
問合先　総合政策課　☎（２１）２３０５

手相芸人 島田秀平

　恋愛・結婚のセミナーのほか、島田秀
しゅう

平
へ い

に手相を見ても
らえるチャンスも♪最後は皆さんで楽しく交流♥

　フィルムコミッション事業の更なる推進のため、9 月 1 日から産業振興部観光振興課「観光イベント係」の
係名を「フィルムコミッション・イベント係」に変更しました。なお、電話番号に変更はありません。
　問合先　総務課 ☎ (21)2342　　観光振興課フィルムコミッション・イベント係 ☎ (21)2374

9月から「フィルムコミッション・イベント係」になりました9月から「フィルムコミッション・イベント係」になりました9月から「フィルムコミッション・イベント係」になりました

　７月１８日から７月３０日にわたりトルコ共
和国にて開催された聴覚障がい者のオリンピッ
ク「第２３回夏季デフリンピック競技大会」にお
いて、本市出身の宇

う
賀
が

耶
や

早
さ

紀
き

選手が、日本の女子バ
レーボールチームのキャプテンを務め、見事金メ
ダルを獲得しました。

　７月に広島県で開催された「第 36 回全日本クラ
ブ卓球選手権大会」の女子小中学生の部において、
本市平柳町２丁目の「卓

たく
桜
おう

会
かい

栃木卓球センター」の
チームが、見事優勝されました。チーム発足から 4
年で、初出場初優勝という快挙を達成されました。

デフリンピック女子バレーボールデフリンピック女子バレーボールデフリンピック女子バレーボール
　 金メダルおめでとうございます！　 金メダルおめでとうございます！　 金メダルおめでとうございます！

全日本クラブ卓球選手権大会全日本クラブ卓球選手権大会全日本クラブ卓球選手権大会
　 　 優勝おめでとうございます！　 　 優勝おめでとうございます！　 　 優勝おめでとうございます！

鈴
木
市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
た

宇
賀
耶
選
手
（
写
真
左
よ
り
２
人
目
）

優
勝
し
た
卓
桜
会
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん　

写
真
前
列
右
よ
り
、
上う

え

澤さ
わ

杏あ
ん

音ね

さ
ん
、

香
取
位み

圭か

さ
ん
、
原
芽め

衣い

さ
ん

後
列
右
よ
り
、
香
取
悠ゆ

珠み

子こ

さ
ん
、

佐
久
間
芽め

生い

さ
ん
、
田
村
優ゆ
う
花か

さ
ん
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防
災
ラ
ジ
オ
の
販
売

　
市
や
Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７
か

ら
の
災
害
時
緊
急
放
送
を
受
信

し
て
自
動
で
起
動
し
て
伝
え
る

ラ
ジ
オ
を
販
売
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
方
ま
た
は

市
内
に
事
業
所
の
あ
る
法
人
等

受
付　
10
月
２
日
（
月
）
か
ら 

※
１
世
帯
１
台
限
り
、
在
庫
が

な
く
な
り
次
第
終
了

金
額　
７
，
５
０
０
円
（
※
75

歳
以
上
の
単
身
世
帯
ま
た
は
75

歳
以
上
の
方
の
み
の
高
齢
者
世

帯
は
２
，
５
０
０
円
）

申
込
方
法　
問
合
先
へ
電
話
に

て
。
申
し
込
み
か
ら
ラ
ジ
オ
の

受
け
取
り
ま
で
２
～
３
週
間
か

か
り
ま
す
。

受
け
取
り
場
所　
市
役
所
本
庁

舎
２
階
受
付
、
各
総
合
支
所
地

域
づ
く
り
推
進
課
、
大
宮
、
皆

川
、
吹
上
、
寺
尾
、
国
府
公
民

館
・
部
屋
、
真
名
子
出
張
所

問 

危
機
管
理
課
☎

（21）
２
５
５
１

10
月
16
日
～
22
日
は 

　
　
　
　
　

行
政
相
談
週
間

　
行
政
相
談
と
は
、
道
路
や
河

川
の
整
備
、
税
金
、
年
金
、
そ

の
他
国
や
県
・
市
な
ど
で
行
っ

て
い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や

意
見
・
要
望
を
聴
き
、
解
決
・

改
善
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
市
民
と
行

政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。
市
役
所
な
ど
の

相
談
所
で
定
期
的
に
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
街
の
行
政
相
談
委
員

小
林
好よ
し
雄お

氏
（
泉
町
）

川か
わ
田だ

久ひ
さ
子こ

氏
（
梅
沢
町
）

赤
木
克よ
し
元も
と
氏（
薗
部
町
３
丁
目
）

須す

藤と
う
善ぜ
ん
司じ

氏
（
大
平
町
新
）

今
泉
伊よ
し
子こ

氏（
大
平
町
下
皆
川
）

福
田
晴せ
い
治じ

氏
（
藤
岡
町
甲
）

小お

栗ぐ
り
光み
つ
男お

氏
（
都
賀
町
家
中
）

荻
原
昭て
る
夫お

氏（
西
方
町
真
名
子
）

麦
倉
敏と
し
雄お

氏
（
岩
舟
町
畳
岡
）

特
設
行
政
相
談
所（
申
込
不
要
）

日
時　
10
月
22
日
（
日
）
９
時

30
分
～
15
時　
栃
木
市
総
合
体

育
館
（
と
ち
ぎ
協
働
ま
つ
り
会

場
内
）

問 

市
民
生
活
課
☎

（21）
２
１
２
１

平
成
29
年
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
「
火
の
用
心  

 

こ
と
ば
を
形
に 

習
慣
に
」

　
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季

と
な
り
ま
す
。
火
の
元
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

期
間　
11
月
９
日
（
木
）
～
15

日
（
水
）

問 

市
消
防
本
部
予
防
課

☎
（22）
０
０
７
２

平
成
30
年
度
入
学
資
金 

　
　
　
　
　

融
資
あ
っ
せ
ん

対
象　
平
成
30
年
４
月
に
、
私

立
の
高
校
、
短
大
、
大
学
に
入

学
予
定
者
の
保
護
者
で
、
市
内

に
１
年
以
上
在
住
し
、
市
税
を

完
納
し
て
お
り
、
償
還
が
確
実

な（
融
資
基
準
に
適
合
す
る
）方

募
集
期
間　

10
月
16
日
（
月
）

～
平
成
30
年
３
月
９
日
（
金
） 

金
利
等　
実
質
０
．
８
％
（
年

利
２
．
８
％
の
う
ち
、
２
％
を

市
が
補
助
）

融
資
額
限
度
額　
入
学
時
に
一

括
し
て
納
入
す
る
入
学
金
、
施

設
設
備
費
等
の
範
囲
で
、
高
校

は
20
万
円
。
短
大
・
大
学
は

１
０
０
万
円

返
済
期
間　
高
校
３
年
、
短
大

２
年
、
大
学
４
年
以
内
（
毎
月

元
利
均
等
償
還
［
借
り
た
日
の

翌
月
か
ら
３
か
月
据
え
置
き
］）

問 

教
育
総
務
課
☎

（21）
２
４
６
１

学
童
保
育
冬
休
み
利
用
申
込

　
保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
家

庭
で
の
保
護
指
導
を
受
け
ら
れ

な
い
児
童
を
対
象
に
、
冬
休
み

の
期
間
中
の
み
の
学
童
保
育
利

用
の
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象　

栃
中
央
小
、
栃
三
小
、

栃
四
小
、
栃
五
小
、
南
小
、
大

宮
北
小
、
吹
上
小
、
皆
川
城
東

小
、
千
塚
小
並
び
に
大
平
、
藤

岡
、
都
賀
、
岩
舟
地
域
内
各
小

学
校
通
学
区
域
内
学
童
保
育　

※
現
在
学
童
保
育
を
利
用
し
て

い
る
方
は
申
込
不
要
で
す
。

申
込　
申
込
書（
各
総
合
支
所・

各
学
童
保
育
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
）
に
記
入
の
う
え
、

10
月
30
日
（
月
）
～
11
月
10
日

（
金
）
に
、
子
育
て
支
援
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

へ
。
※
定
員
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
申
し
込
み
を
し
て
も
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

子
育
て
支
援
課☎

（21）
２
２
２
３

ご
利
用
く
だ
さ
い 

　
　

安
価
で
便
利
な
蔵
タ
ク

　
「
蔵
タ
ク
」
は
、
予
約
に
よ

り
乗
り
合
い
で
、
自
宅
か
ら
目

的
地
ま
で
な
ど
、
市
内
を
移
動

で
き
る
、市
の
公
共
交
通
で
す
。

（
事
前
に
利
用
登
録
が
必
要
）

運
行
日
・
時
間　
月
～
金
曜
日

（
休
日
・
年
末
年
始
運
休
）

８
時
便
～
16
時
便
の
１
日
９
便

運
賃 

中
学
生
以
上 

３
０
０
円

３
歳
～
小
学
生・障
が
い
者（
要

手
帳
提
示
）
と
そ
の
介
護
者
・

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
利
用
者　
　

      

１
５
０
円

利
用
者
登
録　

利
用
登
録
票

（
左
記
窓
口
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
、
希
望
に
よ
り
郵
送

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
交
通
防
犯
課
・
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
窓
口
に
提
出
、

ま
た
は
交
通
防
犯
課
に
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
。

利
用
方
法　
利
用
希
望
日
の
１

週
間
前
～
利
用
し
た
い
便
の
１

時
間
前
（
８
時
便
は
前
営
業

日
）
ま
で
に
、
蔵
タ
ク
予
約
セ

ン
タ
ー（
☎ 

（21）
７
７
７
０
）に
、

電
話
で
利
用
希
望
日
・
発
着
地

等
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
蔵
タ

ク
が
迎
え
に
来
ま
す
。
他
の
人

と
乗
り
合
わ
せ
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
地
ま
で
送
り
ま
す
。

※
発
着
地
は
市
内
の
み
で
す
。

市
外
へ
の
送
迎
は
で
き
ま
せ

ん
。

※
乗
り
合
わ
せ
で
順
番
に
送
迎

し
ま
す
の
で
、
送
迎
時
刻
の
指

定
は
で
き
ま
せ
ん
。
１
時
間
以

内
に
目
的
地
へ
送
迎
し
ま
す
の

で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

※
予
約
の
変
更
や
取
り
消
し

は
、
必
ず
蔵
タ
ク
予
約
セ
ン

タ
ー
へ
。

問 

交
通
防
犯
課
☎

（21）
２
１
５
３

求
職
者
と
シ
ニ
ア
の
た
め
の

巡
回
相
談
会
＆
巡
回
セ
ミ
ナ
ー

期
日
　
10
月
12
日
（
木
）

日
程
等　
次
表
の
と
お
り

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
４
０
１

会
議
室

費
用　
無
料

申
込　

栃
木
県
小
山
労
政
事

務
所
（
☎
０
２
８
５-

２
２-

４
０
３
２
）へ
10
月
11
日（
水
）

17
時
ま
で
に
電
話
に
て

問 

商
工
振
興
課
☎

（21）
２
３
７
１

国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

５
年
の
後
納
制
度
は 

　

平
成
30
年
９
月
30
日
ま
で

　
「
５
年
の
後
納
制
度
」
は
平

成
27
年
10
月
１
日
～
平
成
30
年

９
月
30
日
の
３
年
間
に
限
り
、

過
去
５
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
（
本

来
、
２
年
を
経
過
す
る
と
時
効

に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
）。
こ
れ
に
よ
り
、
将

来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
等

が
で
き
ま
す
。
な
お
、
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
後
納
制
度
の
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
。
制
度
の
利
用
は
年
金

事
務
所
へ
。

問　
日
本
年
金
機
構
「
ね
ん
き

ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

０
０
４

栃
木
年
金
事
務
所
☎

（22）
４
１
３
１

保
険
料
の
納
付
は
納
期
限
ま
で
に

　
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
て
、

金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ

ニ
で
納
め
ら
れ
る
ほ
か
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
で
の
納
付
、
口
座
振

替
も
で
き
ま
す
。
日
本
年
金
機

構
で
は
、
保
険
料
が
未
納
の
方

に
、
電
話
、
文
書
、
個
別
訪
問

に
よ
り
案
内
を
行
っ
て
い
ま

す
。未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、

強
制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て

督
促
を
行
い
、
指
定
さ
れ
た
期

限
ま
で
に
納
付
が
無
い
場
合
、

延
滞
金
が
課
さ
れ
る
ほ
か
、
納

付
義
務
の
あ
る
方
（
被
保
険
者

本
人
、配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
）

の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
が
免
除
ま
た
は

猶
予
さ
れ
ま
す
の
で
、
問
合
先

で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

問 

納
付
方
法
や
強
制
徴
収

栃
木
年
金
事
務
所
☎

（22）
４
１
３
１

免
除
申
請

保
険
医
療
課　
☎

（21）
２
１
３
４

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
窓
口

栃
木
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
の
縦
覧

　
市
で
は
、概
ね
５
年
に
一
度
、

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
見
直
し
に
際
し
、
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
書
、
農
用
地
利

用
計
画
及
び
整
備
計
画
基
礎
資

料
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
方
お
よ
び

市
内
の
農
地
に
係
る
権
利
を
有

し
て
い
る
方
（
異
議
申
立
は
当

該
土
地
の
権
利
を
有
す
る
方
に

限
る
）

縦
覧
期
間　

10
月
13
日
（
金
）

～
11
月
13
日
（
月
）
の
平
日
８

時
30
分
～
17
時
15
分

縦
覧
場
所　
農
業
振
興
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
産
業
振
興
課
の

窓
口

意
見
書
お
よ
び
異
議
申
立
書
の
提
出　

11
月
14
日
（
火
）
～
28
日
（
火
）

の
平
日
に
、
次
を
明
記
の
う
え

問
合
先
に
提
出
。
①
申
出
人
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
法
人
の

場
合
は
代
表
者
名
）、
押
印
②

申
出
に
係
る
整
備
計
画
書
の
案

も
し
く
は
農
用
地
利
用
計
画
の

案
③
申
出
人
と
当
該
土
地
の
権

利
関
係
の
記
述
（
意
見
書
の
場

合
は
不
要
）
④
申
出
に
係
る
見

直
し
案
の
縦
覧
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
年
月
日
⑤
申
出
の
趣
旨

及
び
理
由
⑥
異
議
申
出
が
で
き

る
旨
の
教
示
の
有
無
及
び
そ
の

内
容
⑦
申
出
を
行
う
年
月
日

そ
の
他　

い
た
だ
い
た
意
見

は
、
12
月
下
旬（
予
定
）に
要
旨

と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
を

公
告
し
ま
す
。
異
議
申
立
に
つ

い
て
は
個
別
に
案
内
し
ま
す
。

問 

農
業
振
興
課
☎

（21）
２
３
８
５

都
市
計
画
決
定
・
変
更
に
関
す
る

縦
覧（
大
田
和
東
地
区
計
画
ほ
か
）

　
小
山
栃
木
都
市
計
画
区
域
に

お
け
る
左
記
の
都
市
計
画
の
原

案
を
縦
覧
し
ま
す
。
こ
の
原
案

に
意
見
等
の
あ
る
方
は
、
市
長

に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

決
定
・
変
更
す
る
地
区
計
画
の
原
案

①
大
田
和
東
地
区
計
画
の
決
定

②
惣
社
東
産
業
団
地
地
区
計
画

ほ
か
５
地
区
計
画
の
変
更

③
千
塚
産
業
団
地
地
区
計
画
の

変
更

対
象
区
域

藤
岡
町
大
田
和・太
田
の
一
部
、

岩
舟
町
静
の
一
部　
ほ
か

縦
覧
期
間
・
場
所

９
月
27
日
（
水
）
～
10
月
11
日

（
水
）
の
平
日
８
時
30
分
～
17

時
15
分
に
問
合
先
窓
口
に
て

意
見
書
の
提
出

９
月
27
日
（
水
）
～
10
月
18
日

（
水
）（
必
着
）
に
問
合
先
へ

問 

都
市
計
画
課
☎

（21）
２
４
３
１

都
市
計
画
の
変
更
に
関
す
る
公
聴

会
・
縦
覧（
ご
み
焼
却
場
・
火
葬
場
）

　
小
山
栃
木
都
市
計
画
区
域
に

お
け
る
左
記
の
都
市
計
画
の
構

想
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
伺
う
た
め
の
公
聴
会
を
開

催
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
構
想

に
意
見
等
の
あ
る
方
は
、
市
長

に
意
見
申
出
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
、
希
望
が
あ
れ
ば
、

公
聴
会
で
公
述
人
と
し
て
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
あ
ら
か
じ
め
意
見
申
出
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

ま
た
、
公
聴
会
に
先
立
ち
、
こ

の
都
市
計
画
の
構
想
を
縦
覧
し

ま
す
。

変
更
す
る
都
市
計
画
の
構
想

①
ご
み
焼
却
場
の
廃
止
（
南
部

清
掃
工
場
）

②
火
葬
場
の
追
加
（
栃
木
市
火

葬
場
）

都
市
計
画
施
設
の
位
置

岩
舟
町
三
谷
字
上
谷
田

縦
覧
期
間
・
場
所

９
月
27
日
（
水
）
～
10
月
11
日

（
水
）
の
平
日
８
時
30
分
～
17

時
15
分
に
問
合
先
窓
口
に
て

意
見
申
出
書
の
提
出

９
月
27
日
（
水
）
～
10
月
11
日

（
水
）（
必
着
）
に
問
合
先
へ

公
聴
会

日
時　
10
月
17
日（
火
）19
時
～

会
場
　
岩
舟
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
遊
楽
々
館（
岩
舟
町
三
谷
）

問 

都
市
計
画
課
☎

（21）
２
４
３
１

岩舟総合支所

西方総合支所

都賀総合支所

藤岡総合支所

大平総合支所

本庁

〒329-4392
　岩舟町静5133-1
☎55-7751
FAX55-4910

〒322-0692
　西方町本城1
☎92-0300
FAX92-2611

〒328-0192
　都賀町家中5982-1
☎29-1100
FAX28-0169

〒323-1192
　藤岡町藤岡1022-5
☎62-0900
FAX62-4625

〒329-4492
　大平町富田558
☎43-9205
FAX43-8818

〒328-8686
　万町9-25
☎21-2316
FAX21-2673

休日にお困りの時は
本庁日直☎（22）3535

 

お
知
ら
せ 

　　　　　　　　　　求職者とシニアのための巡回相談会・セミナー一覧

開 催 機 関 とちぎジョブモール とちぎ生涯現役シニア
応援センター

相 談 名 巡回セミナー 巡回相談会
（キャリアカウンセリング） ぷらっと巡回相談会

時 間 10 時 30 分～ 12 時 13 時 ,14 時 ,15 時

内 容
テーマ「応募書類の
　　　　　　　 書き方」
講師　: ジョブモール
キャリアカウンセラー

就職活動、スキルアップ、
履歴書の書き方、面接の
受け方のアドバイス、職
業適性診断

セカンドライフ、ボラン
ティアから就労までの
様々な社会参加活動、生
涯学習に関するアドバイ
ス

定 員 15 人 各時間 1 人 各時間 1 人
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10
月
15
日（
日
）～
21
日（
土
）

は
違
反
建
築
防
止
週
間

　
建
築
基
準
法
等
を
守
っ
て
建

築
物
を
建
て
る
こ
と
や
適
正
に

維
持
管
理
す
る
こ
と
は
、生
命
、

健
康
及
び
財
産
を
守
り
、
良
い

住
環
境
を
生
み
出
し
ま
す
。

違
反
建
築
物
を
な
く
す
た
め
に

建
築
物
を
建
築
す
る
と
き
は
事

前
に
「
確
認
申
請
」
を
行
い
、

確
認
済
証
の
交
付
を
受
け
な
け

れ
ば
着
工
で
き
ま
せ
ん
。
コ
ン

テ
ナ
ハ
ウ
ス
（
ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ

ス
、
プ
レ
ハ
ブ
）、
車
庫
、
農

業
用
倉
庫
な
ど
の
新
築
や
増
改

築
も
、確
認
申
請
が
必
要
で
す
。

建
築
士
な
ど
専
門
的
な
知
識
を

も
っ
た
人
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
期
間
中
の
平
日
は
、
問
合

先
に
て
建
築
全
般
に
つ
い
て
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
強
化
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す 

日
程　
10
月
23
日
（
月
）
～
27

日
（
金
）

内
容　
無
届
け
で
解
体
さ
れ
て

い
る
現
場
へ
の
指
導
／
適
切
な

解
体
状
況
の
確
認
／
無
許
可
業

者
の
取
締
り
の
た
め
、
建
設
業

許
可
標
識
・
解
体
登
録
標
識
の

工
事
現
場
へ
の
提
示
確
認
※
届

出
済
シ
ー
ル
の
現
場
標
識
へ
の

貼
り
付
け
状
況
も
併
せ
て
確
認

し
ま
す
。

問 

建
築
課　
☎

（21）
２
４
４
１ 

市
内
で
の 

太
陽
光
発
電
設
備

な
ど
の
設
置
に
は
許
可
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

　
「
栃
木
市
自
然
環
境
等
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

設
置
事
業
と
の
調
和
に
関
す
る

条
例
」
に
基
づ
き
、
４
月
１
日

よ
り
、
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど

を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
河
川

区
域
、
鳥
獣
保
護
区
な
ど
の
保

全
地
区
内
に
お
い
て
設
置
す
る

場
合
、
許
可
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。
保
全
地
区
の
該
当
エ
リ

ア
や
許
可
手
続
き
な
ど
は
、
左

記
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

問 

都
市
計
画
課
☎

（21）
２
４
４
４

屋
外
広
告
物
の
適
切
な
設
置

と
維
持
管
理
を

　
看
板
や
の
ぼ
り
旗
な
ど
の
屋

外
広
告
物
を
設
置
す
る
場
合
、

事
前
に
許
可
申
請
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
道
路
上
・
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
・
街
灯
・
街
路
樹
・
道

路
標
識
な
ど
に
、
無
断
で
屋
外

広
告
物
を
設
置
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
近
年
、
屋
外
広
告

物
の
事
故
が
全
国
で
起
き
て
い

ま
す
。
サ
ビ
・
退
色
・
破
損
な

ど
が
あ
る
屋
外
広
告
物
に 

つ
い

て
は
、
点
検
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
行
う
な
ど
適
切
な
維
持
管
理

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
台
風
な

ど
の
荒
天
時
に
は
、
立
看
板
や

の
ぼ
り
旗
な
ど
の
使
用
を
控
え

て
く
だ
さ
い
。

 

問
い
合
わ
せ
、相
談
は
左
記
へ
。

問 

都
市
計
画
課
☎

（21）
２
４
３
２環境課　☎（21）2144

大掃除のお知らせ

みんなで協力　きれいな街づくり

10月13日（金） 秋の大掃除を行
いますので、ご
協力をお願いし
ます。

10月15日（日）
各事業所
学 校
官 公 署

各 家 庭

10
月
１
日
は
浄
化
槽
の
日

　
浄
化
槽
は
、
快
適
な
生
活
環

境
を
作
り
水
環
境
を
守
る
た

め
、
台
所
や
風
呂
な
ど
の
生
活

雑
排
水
と
し
尿
を
い
っ
し
ょ
に

処
理
し
て
綺
麗
な
水
を
放
流
す

る
個
別
設
置
型
の
処
理
施
設
で

す
。正
し
く
機
能
さ
せ
る
た
め
、

生
ゴ
ミ
や
油
脂
分
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙
を
流
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
浄

化
槽
法
に
よ
り
設
置
者
に
は
次

の
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

保
守
点
検　
浄
化
槽
の
本
体
や

機
械
の
点
検・修
理
、消
毒
剤
の

補
充
。
県
の
登
録
を
受
け
た
浄

化
槽
保
守
点
検
業
者
に
依
頼
し

定
期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

清
掃　
処
理
機
能
低
下
を
防
ぐ

汚
泥
の
抜
き
取
り
と
槽
内
の
掃

除
。
市
の
許
可
を
受
け
た
浄
化

槽
清
掃
業
者
に
依
頼
し
年
１
回

以
上
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

法
定
検
査
（
11
条
検
査
）　

正

常
に
機
能
し
て
い
る
か
確
認
す

る
た
め
、
処
理
水
の
水
質
検
査

を
県
の
指
定
検
査
機
関（
一
社
）

栃
木
県
浄
化
槽
協
会
で
毎
年
１

回
受
け
る
も
の
で
、
手
続
き
は

浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
に
委
託

で
き
ま
す
。

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
へ

　
し
尿
の
み
を
処
理
す
る
単
独

処
理
浄
化
槽
で
は
、
生
活
雑
排

水
を
処
理
せ
ず
そ
の
ま
ま
放
流

す
る
た
め
、
し
尿
と
生
活
雑
排

水
を
い
っ
し
ょ
に
処
理
す
る

「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
と
比
べ

て
８
倍
も
汚
れ
た
水
が
流
れ
ま

す
。
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水

の
予
定
が
な
い
地
域
で
は
、
合

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補
助
金

が
あ
り
ま
す
の
で
、
切
り
替
え

を
お
願
い
し
ま
す
。
補
助
金
は

必
ず
工
事
前
に
申
請
し
、
交
付

決
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
申

請
に
は
専
門
的
知
識
が
必
要
な

た
め
、
工
事
業
者
、
保
守
点
検

業
者
等
に
相
談
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。　

問  

下
水
道
業
務
課

　
☎

（21）
２
４
２
１

クリーンな循環型の社会に
「家電4品目」は決められた方法で処理しましょう

処理の方法（下記の4つのうち、いずれかの方法）
① 家電小売店（新しく買ったお店や、以前買ったお店）に引取りを依頼する
　リサイクル料金と収集運搬料金などを小売店に一括支払いします。

② 指定引取場所に自分で運ぶ
   リサイクル料金のみで処理できます。
　【市内の指定引取場所】㈱ 共同陸運　栃木市岩舟町静和４７４－４
                     　　　　　　　　　      ☎（２８）６３２０

③　許可業者に収集を依頼する
　許可業者については環境課へ。
④　市役所に収集を依頼する
　リサイクル料金のほかに右表の収集運搬料金がかかります。環境課または
　各総合支所市民生活課の窓口での申し込み後、　自宅（屋外のみ）まで
　収集に行きます。
　問 環境課　☎ ( ２１) ２１４４

　　家電リサイクル券センター　☎０１２０－３１９６４０

 リサイクル料金（郵便局で支払いできます）
 ※メーカーにより異なる場合があります ( 税込・振込手数料別 )

テレビ
１５( Ｖ ) 型以下 １，８３６円
１６( Ｖ ) 型以上 ２，９１６円

冷蔵庫・冷凍庫
１７０ﾘｯﾄﾙ以下 ３，６７２円
１７１ﾘｯﾄﾙ以上 ４，６４４円

洗濯機・衣類乾燥機（洗濯乾燥機を含む） ２，４８４円

エアコン（室内・室外機両方） ９７２円

収集運搬料金（税込）

テレビ
１６型未満 １，０００円
１６型以上 ２，０００円
３２型以上 ３，０００円

冷蔵庫・冷凍庫
１５１ﾘｯﾄﾙ未満 ２，０００円
１５１ﾘｯﾄﾙ以上 ３，０００円
３００ﾘｯﾄﾙ以上 ４，０００円

洗濯機・衣類乾燥機（洗濯乾燥機を含む） ２，０００円
エアコン（室内・室外機両方） ３，０００円

テレビ
（ブラウン管式、液晶、
　　　　　　プラズマ式）

エアコン
　（室外機も含む）

冷蔵庫
冷凍庫

洗濯機・
衣類乾燥機
（洗濯乾燥機も含む）

「家電リサイクル法」は、家電製品を作った人・売った人・使った人が協力
し合って、クリーンな循環型の社会を作るための法律です。対象家電４品目を
処理する場合、リサイクル料金を負担して適切に処理しましょう。
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10
月
は
土
地
月
間
で
す

　
適
正
な
土
地
取
引
・
土
地
利

用
で
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

大
規
模
な
土
地
の
取
引
に
は
届

出
が
必
要
で
す

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ

い
て
売
買
な
ど
の
取
引
を
行
っ

た
場
合
、
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
く
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
の
必
要
な
取
引
面
積

　
市
街
化
区
域
内

　
　
　
　
２
，
０
０
０
㎡
以
上

　
そ
の
他

　
　
　
　
５
，
０
０
０
㎡
以
上

※
個
々
の
面
積
は
小
さ
く
て

も
、
取
得
す
る
土
地
の
合
計
が

右
記
の
面
積
以
上
と
な
る
場
合

（
一
団
の
土
地
）
に
は
、
個
々

の
契
約
ご
と
に
届
出
が
必
要
。

届
出
の
必
要
な
取
引

　
売
買
、交
換
、共
有
持
分
の
譲

渡
、営
業
譲
渡
、譲
渡
担
保
、権

利
金
等
の
一
時
金
を
伴
う
地
上

権
、賃
借
権
の
設
定
、譲
渡
な
ど

届
出　

権
利
取
得
者
（
買
主
）

は
、
契
約
日
か
ら
２
週
間
以

内
（
契
約
日
を
含
む
）
に
、
土

地
売
買
等
届
出
書
等
一
式
を
２

部
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

都
市
計
画
課
☎

（21）
２
４
３
１

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　
生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
に

は
、
登
録
（
生
涯
に
１
回
）
と

狂
犬
病
予
防
注
射（
毎
年
１
回
）

が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
犬

の
飼
い
主
の
方
は
、
登
録
・
注

射
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
市
内
の
犬
飼
養
者

日
程　
左
表
の
と
お
り

料
金
（
一
頭
あ
た
り
）

登
録
と
注
射　
６
，
５
０
０
円

注
射
の
み　
　
３
，
５
０
０
円

※
死
亡
や
住
所
の
変
更
な
ど
は

問
合
先
へ
。

※
動
物
病
院
で
も
注
射
が
で
き

ま
す
。

問 

環
境
課
☎

（21）
２
１
４
１

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
窓
口

生
垣
設
置
奨
励
補
助
金

　
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
市
で
は
生
垣
の
設
置
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
。

問 

公
園
緑
地
課
☎

（21）
２
４
１
３

10
月
は
『
都
市
緑
化
月
間
』

　
国
は
毎
年
10
月
１
日
～
31
日

を『
都
市
緑
化
月
間
』と
し
て
、

都
市
緑
化
を
推
進
す
る
た
め
の

事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
都

市
に
お
け
る
緑
の
保
全
・
創
出

な
ど
に
つ
い
て
考
え
、
緑
豊
か

な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

問 

公
園
緑
地
課
☎

（21）
２
４
１
３

市
税
等
の
納
付
は 

安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
を

受
付
窓
口　

市
役
所
本
庁
舎
、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
各

支
所
・
出
張
所
、
取
扱
金
融
機

関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
直
接
最

寄
り
の
郵
便
局
へ
申
込
み
）

用
意
す
る
も
の　
通
帳
、
届
出
印

利
用
で
き
る
金
融
機
関　
市
内

に
店
舗
の
あ
る
金
融
機
関
及
び

三
井
住
友
銀
行
（
す
べ
て
の
本

支
店
が
利
用
可
）

口
座
振
替
の
開
始
　
申
込
日
の

翌
月
末
以
降
の
納
期
か
ら

問　
収
税
課　
☎

（21）
２
７
６
７

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

策
定
の
調
査
に
ご
協
力
を

　
市
で
は
、
将
来
の
公
共
交
通

の
方
針
を
定
め
る
計
画
を
来
年

度
策
定
す
る
た
め
、
10
～
12
月

頃
、
郵
送
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
市
内
の
拠
点
施
設
及
び
公

共
交
通
機
関
の
利
用
者
等
を
対

象
に
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

等
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問 

交
通
防
犯
課
☎

（21）
２
１
５
３

寄
付
の
御
礼

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
へ
の
寄

附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
メ
ロ
ー
様

よ
り
、
市
民
活
動
の
推
進
に
役

立
て
て
欲
し
い
と
10
万
円
の
寄

附
が
あ
り
ま
し
た
。
市
民
活
動

推
進
事
業
費
補
助
金
〝
と
ち
ぎ

夢
フ
ァ
ー
レ
〟
の
一
部
と
し
て

様
々
な
市
民
活
動
に
有
効
に
活

用
し
ま
す
。

問 

地
域
づ
く
り
推
進
課

☎
（21）
２
３
３
２

地
域
福
祉
基
金
へ
の
寄
附
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
福
祉
の
増
進
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
、
地
域
福
祉
基
金
に
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

株
式
会
社 

ス
ー
プ
レ 

様

　
５
０
，
０
０
０
円

問 

福
祉
総
務
課
☎

（21）
２
２
０
１

子
育
て
支
援
へ
の
寄
附
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
株
式
会
社
セ
レ
モ
ー
ル
様
よ

り
、
子
育
て
支
援
に
役
立
て
て

欲
し
い
と
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

寄
附
金
９
万
６
千
円
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

問
子
育
て
支
援
課　☎

（21）
２
２
８
８

募

集

第
８
回
と
ち
ぎ
の
四
季
観
光

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

応
募
規
定

テ
ー
マ　
栃
木
市
の「
人
」「
自

然
」「
文
化
」「
祭
り
」
な
ど
、
市

内
で
撮
影
し
た
未
発
表
の
も
の

規
格　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
つ

切
（
余
白
４
ミ
リ
以
上
、
ワ
イ

ド
可
）

※
詳
細
は
、応
募
要
項・市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

応
募
方
法

　
10
月
２
日
（
月
）
～
平
成
30

年
１
月
19
日
（
金
）
に
、
応
募

用
紙
（
受
付
窓
口
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
問
合
先
、
各

総
合
支
所
産
業
振
興
課
窓
口
に

提
出
（
郵
送
可
）

表
彰
等　

最
優
秀
賞
（
１
点　

賞
金
１
万
円
＋
副
賞
）
そ
の
他

各
賞
あ
り
。

※
結
果
は
平
成
30
年
２
月
下
旬

頃
に
応
募
者
全
員
へ
通
知
。

共
催　
（
一
社
）
栃
木
市
観
光

協
会
、
大
平
町
観
光
協
会
、
栃

木
市
藤
岡
町
観
光
協
会
、
つ
が

ま
ち
観
光
協
会
、
西
方
町
観
光

協
会
、
岩
舟
町
観
光
協
会

協
賛　
栃
木
県
カ
メ
ラ
商
組
合

栃
木
支
部

問
観
光
振
興
課 

☎
（21）
２
３
７
３

第
18
回
渡
良
瀬
遊
水
地
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

応
募
規
定

テ
ー
マ　
渡
良
瀬
遊
水
地
内
で

撮
影
さ
れ
た
未
発
表
作
品

規
格　
四
つ
切
（
ワ
イ
ド
不
可
）

ま
た
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
※
詳
細
は
、

応
募
要
項（
チ
ラ
シ
）、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

応
募
方
法
　
10
月
20
日
（
金
）

か
ら
11
月
20
日（
月
）ま
で（
当

日
消
印
有
効
）
に
問
合
先
へ
郵

送表
彰
等　
最
優
秀
賞
１
点
（
賞

金
３
万
円
、
賞
状
）
そ
の
他
各

賞
あ
り
。
入
賞
者
に
は
12
月
中

に
通
知

問 

遊
水
地
課 

☎
（62）
０
９
１
９

栃
木
市
ブ
ラ
ン
ド
「
と
ち
ぎ
小

江
戸
ブ
ラ
ン
ド
」
認
定
品
募
集

　
市
で
は
、
全
国
に
誇
れ
る
優

れ
た
商
品
を
市
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
候
補
と
な
る
特
産
品
及
び

農
産
物
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
間　

10
月
２
日
（
月
）

～
11
月
６
日
（
月
）

対
象　
特
産
品
（
伝
統
工
芸
品
、

加
工
食
品
類
に
限
る
）、
農
産
物

応
募
方
法　
認
定
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
問
合

先
に
郵
送
ま
た
は
直
接
提
出

※
認
定
申
請
書
、
認
定
要
領
、

認
定
基
準
及
び
募
集
要
項
は
、

問
合
先
窓
口
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
確
認
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　
栃
木
市
ブ
ラ
ン
ド

推
進
協
議
会
に
お
い
て
選
考

し
、
認
定
品
に
は
認
定
証
を
交

付
し
ま
す
。

問　
栃
木
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協

議
会
事
務
局（
観
光
振
興
課
内
）

☎
（21）
２
３
７
３

入
居
者
募
集
情
報

市
営
住
宅

大
宮
市
営
住
宅　
３
Ｄ
Ｋ　
１

戸
（
１
階
）
※
60
歳
以
上
の
方

ま
た
は
60
歳
以
上
の
方
と
同
居

す
る
方
、
障
が
い
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方
ま
た
は
障
害
が
い
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
同
居
す

る
方
の
み
入
居
可

城
内
市
営
住
宅　
３
Ｄ
Ｋ　
１

戸
（
３
階
）
※
単
身
者
入
居
可

川
原
田
市
営
住
宅　
３
Ｄ
Ｋ　
１

戸（
８
階
）※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ
イ

ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得
月

額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳　
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
（
78.

45
平
方
㍍
）　
１
戸　

家
賃
６
万
９
千
円
／
月

３
Ｄ
Ｋ　
（
70.

23
平
方
㍍
）　

１
戸　
家
賃
６
万
５
千
円
／
月

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田　
３
Ｄ

Ｋ　
（
73.

77
平
方
㍍
）　

２

戸　
家
賃
６
万
６
千
円
／
月

共
通
事
項

申
込
期
間　

10
月
５
日
（
木
）

～
11
日
（
水
）　

８
時
30
分
～

17
時　
（
土
・
日
・
祝
除
く
）

入
居
日　
　
11
月
１
日
（
水
）

※
駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、

家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金
（
月

２
，
７
０
０
円
／
台
）
が
か
か

り
ま
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
、
募
集
住
戸
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
問
合
先
へ
。

問　
住
宅
課 
☎

（21）
２
４
５
１

催

し

栃
木
市
観
光
魅
力
ア
ッ
プ
勉
強
会

～
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
成
功
に
向
け
て
～

　
先
の
Ｄ
Ｃ
に
お
け
る
取
り
組

み
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
10
月
23
日
（
月
）

　
13
時
開
場　
13
時
30
分
開
会

場
所　
栃
木
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
（
旭
町
）

対
象　
市
内
在
住
の
方
・
市
内

の
観
光
に
携
わ
る
方

費
用　
無
料

申
込　
所
定
の
申
込
み
用
紙
を

問
合
先
へ

問 

観
光
振
興
課
☎

（21）
２
３
７
３

マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
市
で
は
、
ご
み
減
量
化
の
た

め
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
マ
イ
バ
ッ
グ
を

持
っ
て
買
い
物
を
推
進
す
る
た

め
、
市
内
レ
ジ
袋
削
減
推
進
協

議
会
参
加
店
舗
に
て
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
と
場
所

問 

環
境
課 

☎
（21）
２
１
４
１

市
指
定
文
化
財「
徳
川
斉
昭
筆 

袋

戸
書（
二
面
対
）箱
書
付
」の
展
示

　

天
保
14
年
（
１
８
４
３
）、

将
軍
の
日
光
社
参
に
随
従
し

た
、
第
９
代
水
戸
徳
川
家
藩
主

徳
川
斉な
り
昭あ
き
が
、
栃
木
宿
で
休
息

し
た
際
に
書
い
た
袋
戸
書
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
袋
戸
書

は
、
例
幣
使
街
道
の
栃
木
宿
本

陣
を
務
め
て
い
た
長
谷
川
家
よ

り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

期
間　
10
月
26
日
（
木
）
ま
で

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
４
階
展

示
コ
ー
ナ
ー 

問 

文
化
課　
☎

（21）
２
４
９
８

総
合
防
災
訓
練

日
時　
10
月
15
日
（
日
）
８
時

30
分
～
11
時
30
分（
荒
天
中
止
）

場
所　
都
賀
市
民
運
動
場
（
都

賀
町
原
宿
）

問 

危
機
管
理
課
☎

（21）
２
５
５
１

出
流
山
方
面
ハ
イ
キ
ン
グ

日
時　

10
月
15
日
（
日
）　

９

時
～
16
時
20
分

場
所　

出
流
ふ
れ
あ
い
の
森
、

出
流
山
満
願
寺　
な
ど

対
象　
市
内
在
住
在
勤
の
概
ね

40
歳
ま
で
の
方
（
学
生
除
く
）

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
２
，
０
０
０
円
（
交

通
費
・
保
険
料
・
入
山
料
・
座

禅
料
込
）

申
込　
９
月
25
日
（
月
）
～
10

月
６
日
（
金
）
に
問
合
先
へ

受
付
時
間
：
平
日
13
時
～
21

時
、
土
曜
日
17
時
～
21
時

問 

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
（22）
３
１
１
３

岩
舟
地
域
ま
ち
づ
く
り
事

業
・
特
別
講
演
会

日
時　
10
月
21
日（
土
）14
時
～

場
所　
岩
舟
文
化
会
館
（
岩
舟

町
静
）

演
題　
下
野
国
の
生
ん
だ
世
界

的
偉
人
〝 

円
仁 

〟

講
師　
國
學
院
大
學
栃
木
短
期

大
学
教
授 

酒さ
か
よ
り寄
雅ま
さ
し志 

氏

定
員　
２
０
０
人

費
用　
無
料

問 

文
化
課　
☎

（21）
２
４
９
５

期日 時間 会場

岩
舟

10/1
（日）

8:45 ~ 9:00 小野寺地区公民館 
9:10 ~ 9:25 小野寺ふれあい館
9:35 ~ 9:50 下津原公民館

10:00 ~ 10:20 岩舟公民館
10:30 ~ 10:45 芝宮公民館
10:50 ~ 11:05 静和地区公民館
11:20 ~ 11:50 岩舟総合支所駐車場

藤
岡

10/7
（土）

9:00 ~ 9:30 部屋出張所
9:45 ~ 10:15 赤麻地区公民館

10:40 ~ 11:10 三鴨地区公民館
11:30 ~ 12:10 藤岡総合支所駐車場

都
賀

10/13
（金）

9:00 ~ 9:50 大柿十文字公民館
10:00 ~ 10:50 都賀保健センター
11:00 ~ 11:50 升塚公民館

栃
木

10/13
（金）

8:50 ~ 9:10 栃木保健福祉セン
ター

9:30 ~ 9:50 大宮公民館
10:10 ~ 10:30 国府公民館
11:00 ~ 11:20 吹上公民館
11:40 ~ 12:00 皆川公民館

10/14
（土）

8:50 ~ 9:10 栃木南中学校校舎
北側

9:30 ~ 9:50 栃木西中学校正門
10:20 ~ 10:40 寺尾公民館
11:00 ~ 11:40 イオン栃木店ペッ

トショップ前

大
平

10/19
（木）

9:00 ~ 9:20 東地区公民館
9:35 ~ 9:55 ゆうゆうプラザ

10:10 ~ 10:30 南地区公民館
10:45 ~ 11:05 隣保館
11:20 ~ 11:40 西地区公民館
11:55 ~ 12:15 大平公民館

西
方

10/24
（火）

9:00 ~ 9:30 真名子夢ホール
9:50 ~ 10:20 西方総合支所駐車場

10:40 ~ 11:10 西方総合文化体育
館ふれあい広場

9 ／ 26（火） 16 時～ 17 時 オータニ西方店
9 ／ 27（水）

11 時～ 12 時

アバンセ都賀店
9 ／ 28（木） かましん栃木平柳店
9 ／ 29（金） イオン栃木店
10 ／ 2（月） とちぎコープ栃木店
10 ／ 3（火） ヨークベニマル平柳町店
10 ／ 4（水） 東武百貨店栃木市役所店
10 ／ 5（木） ベイシア大平モール店
10 ／ 6（金） ヤオハン NEW 大平店
10 ／ 6（金） ヨークベニマル大平町店
10 ／ 10（火） ヤオハン岩舟店
10 ／ 11（水） とりせん藤岡店

犬の登録と狂犬病予防注射 日程表
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石
器
づ
く
り
体
験
教
室

日
時　
10
月
21
日
（
土
）
10
時

～
12
時

場
所　
星
野
遺
跡
憩
の
森
（
星

野
町
）

対
象　
市
内
の
小
学
３
年
生
～

中
学
生
と
保
護
者

定
員　
親
子
20
組
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
10
月
２
日（
月
）～
16
日

（
月
）に
電
話
に
て（
平
日
の
み
）

問　
文
化
課　
☎

（21）
２
４
９
７

第
23
回
巴
波
川
流
域 

　

下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　
10
月
21
日
（
土
）
９
時

30
分
～
12
時
（
入
場
は
11
時
30

分
ま
で
）
※
雨
天
決
行

場
所　
巴
波
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
城
内
町
２
丁
目
）

内
容　
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
公

開
・
見
学
ツ
ア
ー
、
草
花
等
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
数
量
限
定
）、

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
等
の
大
道
芸
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
配
布　
ほ
か

問
下
水
道
業
務
課☎

（21）
２
４
１
９

巴
波
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

☎
（22）
５
３
２
２

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー 

大
人
の
婚
活

お
話
し
重
視
の
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
♥
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
・・

日
時　
10
月
22
日 

（
日
）
13
時

～
16
時
30
分

定
員　
男
女
各
15
人（
抽
選
制
）

参
加
費　
男
性
４
，
０
０
０
円　

女
性
１
，０
０
０
円
（
ケ
ー
キ・

ド
リ
ン
ク
付
き
）
ウ
ェ
ル
ワ
ー

ク
会
員
割
引
あ
り

ハ
ッ
ピ
ー
セ
ミ
ナ
ー
〈
男
性
参

加
者
対
象
﹀

日
時　
10
月
22
日
（
日
） 

10
時

30
分
～
12
時

内
容　
「
失
敗
し
な
い
婚
活
、

イ
ケ
男
」（
希
望
者
の
み
）

定
員　
15
人

費
用　
１
，
５
０
０
円
（
弁
当

代
込
み
）

共
通
事
項

場
所　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
１
丁
目
）

対
象　
お
お
む
ね
35
歳
～
48
歳

独
身
勤
労
者
男
女

申
込　
10
月
13
日
（
金
）
ま
で

に
問
合
先
へ

問 
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎

（27）
７
１
４
０
（
火
曜
・

祝
日
休
館
）

３
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
展
示

　
市
内
小
中
学
校
か
ら
応
募
い

た
だ
い
た
３
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
受
賞

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
伝
え
るReduce 

R
euse R

ecycle

（

リ

デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ

イ
ク
ル
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
と
場
所　
10
月
23
日（
月
）

13
時
～
25
日（
水
）17
時
…
市
役

所
本
庁
舎
４
階
市
民
ス
ペ
ー
ス

10
月
26
日
（
木
）
９
時
～
11
月

６
日
（
月
）
19
時
…
市
役
所
本

庁
舎
１
階
市
民
ス
ペ
ー
ス

問 

環
境
課　
☎

（21）
２
１
４
１

市
民
特
別
講
座 

　
　
「
看
取
り
ケ
ア
講
演
会
」

日
時　
10
月
28
日（
土
）13
時
～

場
所　
栃
木
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
（
旭
町
）

講
演　
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に 

～

永
源
寺
の
地
域
ま
る
ご
と
ケ
ア
～
」

講
師
：
滋
賀
県
東
近
江
市
永
源

寺
診
療
所
長　
花
戸
貴
司
氏

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
市
内
で
看
取

り
ケ
ア
（
在
宅
医
療
）
に
取
り

組
む
医
師
、
訪
問
看
護
師
等
に

よ
る
事
例
報
告

問 

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

 

☎
（21）
２
２
４
４

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク　
　
　
☎

（21）
８
４
８
８

渡
良
瀬
川
下
流
流
域
下
水
道（
大

岩
藤
処
理
区
）フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　
10
月
28
日
（
土
）
９
時

30
分
～
12
時
（
入
場
は
11
時
30

分
ま
で
）
※
雨
天
決
行

場
所　
大
岩
藤
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
藤
岡
町
藤
岡
）

内
容　
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
の

公
開
、
下
水
道
普
及
ポ
ス
タ
ー

展
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
焼
き

芋
や
綿
あ
め
・
草
花
等
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
（
数
量
限
定
）
ほ
か

問 

下
水
道
業
務
課 

☎
（21）

２
４
１
９
／
大
岩
藤
浄
化
セ
ン

タ
ー　
☎

（62）
０
６
０
０

市
内
を
巡
っ
て
新
し
い
発
見

〝
栃
木
の
と
ち
ぎ
交
流
事
業
〟

日
時　
11
月
14
日
（
火
）
９
時

～　
16
時

対
象　
市
内
在
住
の
方

集
合
場
所　
栃
木
警
察
署
跡
地

駐
車
場

コ
ー
ス　
（
株
）
飯
沼
（
お
か

き
工
場)

飯
沼
銘
醸
（
株
）（
酒

蔵
見
学
）・
⇓
花
之
江
の
郷
（
昼

食
）
⇓
下
野
国
庁
跡
・
栃
木
城

址
公
園
⇓
神
明
宮　
※
歩
き
や

す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い

定
員　
25
人
（
抽
選
制
）
※
申

し
込
み
は
１
組
２
人
ま
で

費
用　
２
，
０
０
０
円
（
昼
食

代・見
学
料
込
。
当
日
に
集
金
）

申
込　

９
月
21
日
（
木
）
～

10
月
13
日
（
金
）（
必
着
） 

に
、

問
合
先
に
直
接
、
電
話
、
ま

た
は
郵
送
に
て
。
郵
送
の
場

合
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
電
話
番
号
、
生
年
月
日

を
記
載
の
う
え
、
〒
３
２
８
‐

８
６
８
６(

住
所
不
要
）　

栃

木
市
地
域
づ
く
り
推
進
課
）へ
。

※
抽
選
結
果
は
後
日
連
絡
し
ま

す
。

問 

地
域
づ
く
り
推
進
課

☎
（21）
２
３
３
２

講

座

大
平
隣
保
館
短
期
講
座 

草
花
を
ア
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

日
時
と
内
容　
10
月
19
日（
木
）

草
木
染
め
／
11
月
16
日
（
木
）

多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
／
12
月

７
日
（
木
）
木
の
実
の
ル
ー
ム

ラ
イ
ト
づ
く
り

各
日
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
大
平
隣
保
館
（
大
平
町

新
）

対
象　
市
内
在
住
で
、
２
回
以

上
出
席
で
き
る
方

定
員　
30
人
（
先
着
順
）　

費
用　
材
料
費
の
み

申
込　

10
月
５
日
（
木
）・
６

日
（
金
）
８
時
30
分
～
17
時
に

問
合
先
に
電
話
ま
た
は
直
接

問 

大
平
隣
保
館
☎

（43）
６
６
１
１

プ
ロ
直
伝
‼
整
体
講
座

日
時　
10
月
29
日 （
日
）

　
①
10
時
～
11
時

　
②
11
時
20
分
～
12
時
20
分

場
所　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
１
丁
目
）

対
象　
①
ど
な
た
で
も
、
②
市

内
在
住
在
勤
の
勤
労
者

内
容　
①
冷
え
性
・
む
く
み
改

善
足
つ
ぼ
講
座
、
②
働
く
あ
な

た
へ
肩
こ
り
改
善
講
座

定
員　
各
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円（
教
材
費
）

持
ち
物　
飲
料
・
タ
オ
ル
・
運

動
の
で
き
る
服
装

申
込　
受
付
中

問　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎

（27）
７
１
４
０
（
火
曜
・

祝
日
休
館
）

老
け
な
い
サ
ビ
な
い 

　
　
　
　

身
体
づ
く
り
講
座

日
時　

11
月
７
日
（
火
）、
14

日
（
火
）、
21
日
（
火
）（
全
３

回
）
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
長
寿
園
（
薗
部
町
２
丁

目
）

対
象　
市
内
在
住
の
方

定
員　
30
人
（
新
規
利
用
者
優

先
、
他
は
先
着
順
）

費
用　
利
用
回
数
券
の
購
入
必

要
（
60
歳
以
上
１
，０
０
０
円・

60
歳
未
満
２
，
０
０
０
円
）

申
込　
10
月
２
日
（
月
）
～
10

日（
日
）に
長
寿
園
に
直
接（
電

話
不
可
）

問 

長
寿
園　
☎

（22）
０
３
３
３

（
木
曜
・
祝
日
休
館
）

地
域
の
魅
力
発
見
講
座

　
市
内
各
地
域
の
歴
史
・
文
化

等
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
の
魅

力
を
発
見
し
よ
う
。

日
時　
左
表
の
と
お
り

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

費
用　
無
料
（
但
し
、
市
バ
ス

巡
り
及
び
体
験
会
の
際
の
昼
食

代
、
体
験
会
の
際
の
材
料
代
は

各
々
１
，
０
０
０
円
を
別
途
徴

収
）

申
込　
10
月
４
日
（
水
）
～
31

日
（
火
）
に
栃
木
公
民
館
窓
口

へ
直
接
ま
た
は
電
話
に
て
（
平

日
の
み
）

問 

栃
木
公
民
館
☎

（24）
０
３
５
２

普
通
救
命
講
習
会

日
時　
11
月
18
日
（
土
）
９
時

～
12
時
30
分

場
所　

市
消
防
署
岩
舟
分
署

（
岩
舟
町
静
） 

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
小
学
校
中
高
学
年
以
上

（
概
ね
10
歳
以
上
）
の
方

内
容　
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
含
む
）、
異
物
除
去
法
、
止

血
法

定
員　
20
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

申
込　
10
月
６
日（
金
）～
15
日

（
日
）
８
時
～
20
時
、
市
消
防

署
ま
た
は
各
分
署
※
電
話
不
可

問　

市
消
防
署
消
防
課
☎

（22）

０
１
１
９
（
音
声
案
内
の
後
５

を
押
す
）
ま
た
は
各
分
署
へ

長
寿
園
自
主
教
室
（
後
期
）

場
所　
長
寿
園
（
薗
部
町
２
丁

目
）

対
象　
市
内
在
住
の
方

内
容　
健
康
料
理
教
室
…
毎
月

第
４
火
曜
日
、
10
時
～
12
時

健
康
体
操
教
室
…
毎
月
第
１
・

３
水
曜
日
、
10
時
～
11
時
30
分

気
功
体
操
教
室
…
毎
月
第
２
・

４
水
曜
日
、
14
時
～
16
時

定
員　
各
30
人
（
新
規
利
用
者

優
先
、
他
は
先
着
順
）

費
用　
長
寿
園
利
用
料
（
健
康

料
理
教
室
は
材
料
費
別
途
）

申
込　
10
月
１
日
（
月
）
12
時

ま
で
に
長
寿
園
に
直
接
（
電
話

不
可
）

問 

長
寿
園　
☎

（22）
０
３
３
３

（
木
曜
・
祝
日
休
館
）

 

ス
ポ
ー
ツ

秋
季
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室

日
時　
11
月
４
日
～
25
日
の
土

曜
日
（
全
４
回
）
９
時
～
11
時

場
所　
栃
木
市
総
合
運
動
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
川
原
田
町
）

対
象　
小
学
生

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
，０
０
０
円
／
回（
当

日
会
場
で
納
入
）

申
込　
氏
名
、
学
年
、
電
話
番

号
、
保
護
者
氏
名
を
記
載
の
う

え
、
と
ち
ぎ
テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン

✉tochigi-tgarden@cc9.ne.jp

へ
メ
ー
ル

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

 

☎
（25）
０
９
３
０

大
平
地
区
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時　
11
月
19
日
（
日
）
８
時

～
13
時
※
小
雨
決
行

場
所　
大
平
運
動
公
園
（
大
平

町
蔵
井
） 

と
そ
の
周
辺

対
象　
小
学
生
以
上

内
容　
２
ｋ
ｍ
（
親
子
）
／
３

ｋ
ｍ
（
小
学
生
男
・
女
・
中
学

生
女
子・51
歳
以
上
一
般
男
子
）

／
５
ｋ
ｍ
（
中
学
生
男
子
・
一

般
男
・
女
）
／
10
ｋ
ｍ
（
一
般

男
子
）

費
用　
小
・
中
学
生
無
料
、
高

校
生
５
０
０
円
／
人
、
一
般

１
，０
０
０
円
／
人
、親
子
１
，

０
０
０
円
／
組

申
込　
10
月
20
日
（
金
）
ま
で

に
問
合
先
へ

問 

大
平
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
（43）
５
２
３
１

み
か
も
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
案

内
で
、
秋
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
み

か
も
山
を
歩
き
ま
す
。

日
時　
11
月
12
日
（
日
）
９
時

～
12
時

集
合
場
所　
県
立
み
か
も
山
南

入
口
ゾ
ー
ン
駐
車
場
前
（
道
の

駅
み
か
も
の
北
側
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　

10
月
24
日
（
火
）

～
11
月
10
日
（
金
）
問
合
先
ま

で
電
話
に
て

問　

藤
岡
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
藤
岡
公
民
館
内
）

 

☎
（62）
４
３
２
１

　　　　　　　　　地域の魅力発見講座日程表

講座名 日時 定員
（先着順）

栃木の街道と宿場～歴史街道を行く
( 日光例幣使街道等 ) ～ ※市バス巡り

11/17（金）
9：00 ～ 16：00 30 人

栃木の水紀行～小倉堰・桑原用水・
巴波川源流を辿る～ ※市バス巡り

11/30（木）
9：00 ～ 16：00 30 人

出流山満願寺参拝と
　　　　　　 柚餅子作り体験会

12/8（金）
10：00 ～ 16：00 30 人

日光例幣使街道と芝居興行～野州合
戦場宿一件を事例に～

H30/1/18（ 木 ）
14：00 ～ 15：30 50 人
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関
東
ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
情
報

 

古
河
市（
茨
城
県
）

加
須
市（
埼
玉
県
）

板
倉
町（
群
馬
県
）

野
木
町（
栃
木
県
）

 市民活動やシルバー人材センター、
社会福祉協議会、県などから依頼さ
れた記事を掲載するコーナーです。

「
関
東
ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
」
を
構
成
す
る
市
町
の
情
報

第
19
回
古
河
関
東
ド
・
マ
ン
ナ
カ
祭
り

　
ダ
ン
ス
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
神

輿
、山
車
、民
俗
芸
能
、模
擬
店
、

初
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト

も
。
仮
装
で
の
来
場
大
歓
迎
！

日
時　
10
月
14
日（
土
）９
時
～
17
時

／
15
日（
日
）９
時
～
15
時
30
分

場
所　
古
河
市
中
央
運
動
公
園

問 

古
河
市
役
所
商
工
政
策
課

☎
０
２
８
０

（22）
５
１
１
１

第
４
回
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り

 

神
輿・山
車
が
練
り
歩
き
ま
す
。

日
時　
10
月
22
日（
日
）９
時
～

16
時
30
分

場
所　
三
和
健
康
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

問 

古
河
市
商
工
政
策
課
☎
０
２
８
０

（22）
５
１
１
１
／
古
河
市
生
涯
学

習
課
☎
０
２
８
０

（22）
５
１
１
１

加
須
市 

　
う
ど
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
〝
う
ど
ん
愛
好
家
〟
自
慢
の

美
味
し
い
う
ど
ん
が
販
売
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
28
日
（
土
）

　
　
　
10
時
30
分
～
14
時
30
分

　
　
　
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

場
所
　
加
須
は
な
さ
き
水
上
公

園
（
加
須
市
水
深
）

問 

加
須
市
商
業
観
光
課

☎
０
４
８
０

（62）
１
１
１
１

秋
の
揚
舟
　
谷
田
川
め
ぐ
り

　
船
頭
が
一
本
の
竹
ざ
お
を
使

い
、
谷
田
川
を
ゆ
っ
く
り
と
周

遊
し
ま
す
。

　
舟
の
上
か
ら
、
水
場
い
た
く

ら
の
心
休
ま
る
景
色
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

運
航
期
間

　
10
月
29
日
（
日
）
ま
で
の

　
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

　
（
10
時
か
ら
１
日
７
便
運
航
）

場
所　
群
馬
の
水
郷
（
板
倉
町

岩
田
）

乗
船
時
間　
約
１
時
間

費
用　
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
（
小
学
生
以
下
無
料
）

問 

板
倉
町
産
業
振
興
課

　
☎
０
２
７
６

（70）
４
０
４
０

ワ
ン
ワ
ン
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル 

２
０
１
７

　
犬
や
獣
医
師
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
し
て
、
犬
と
人
が
共
存
し

て
生
活
で
き
る
社
会
を
つ
く
る

た
め
、
今
年
も
ワ
ン
ワ
ン
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　
11
月
４
日
（
土
）

９
時
～
12
時
（
雨
天
中
止
）

場
所　
野
木
町
総
合
運
動
公
園

多
目
的
広
場
（
野
木
町
大
字
佐

川
野
）

内
容　
し
つ
け
相
談
、
ワ
ン
ワ

ン
ク
イ
ズ　
等

主
催　
小
山
地
区
動
物
保
護
管

理
協
議
会

問 

野
木
町
生
活
環
境
課

☎
０
２
８
０

（57）
４
１
３
１

時＝日時　　場＝場所　　対＝対象
定＝定員　　費＝費用　　内＝内容
申＝申込み　問＝問合先

栃木文化祭 とちぎフラフェスティバル
時 10 月 1 日（日）開場 11 時 30 分・
開演 12 時 ~16 時予定 場栃木文化会館
大ホール ( 旭町 ) 費無料 内市内 10 団体
による約 50 曲の踊り問フラフェスティ
バル実行委員 石田 ☎ 090-1056-9090

楽しく学べる和太鼓体験
時 10月1日(日)・8日（日）18時30分～
20時30分場農村振興総合センター（大宮
町）費無料申前日までに電話問生涯学習
人材バンク講師 町田 090-8033-0920

10 月 1 日は「法の日」司法書士法律相談
時 10 月 2 日 ( 月 ) ～ 6 日 ( 金 ) 場各司
法書士事務所（要予約）内 10 月 1 日から
7 日は司法書士法律週間です。無料で司
法書士の業務に関する相談を行います。
問栃木県司法書士会 ☎ 028-614-1122

不動産無料相談会
時 10月3日(火) 10時～15時 場市 役 所
本庁舎 301 会議室 内土地、建物の価格
など不動産に関することを不動産鑑定
士に相談 問栃木県不動産鑑定士協会 ☎
028-639-0556

栃木県女性教育推進連絡協議会県南地区研修会
時 10 月 5 日 ( 水 )10 時～ 11 時 30 分
場栃木文化会館小ホール（旭町）内講
演：「男女共生の視点から見た山本有三」
講師：山本有三記念会会長 大塚幸一氏
定 200 人 問栃木県女性教育推進連絡
協議会栃木支部路の会（栃木公民館 ) ☎
(24)0352

栃木市長杯第 19 回栃木蔵の街還暦・古希野球大会
時 10 月 7 日 ( 土 )、8 日（ 日 ） 場
栃木市総合運動公園（川原田町）内参
加 チ ー ム 関 東 1 都 5 県 の 26 チ ー
ム 問栃木還暦野球クラブ事務局 山崎 
 ☎ (27)5172

笑いヨガ＆めい想～健康・仲間・地域づくり～
時 ① 10 月 11 日 ( 水 )・25 日 ( 水 )　
19 時～ 20 時 30 分、10 月 13 日 ( 金 )・
27 日 ( 金 )10 時 ～ 11 時 30 分 ② 10
月 7 日 ( 土 )・21 日 ( 土 )10 時 ～ 11
時 30 分場①栃木第四地区コミュニティ
センター②大平隣保館 定各 30 人 費各
500 円 申電話にて 問生涯学習人材バン
ク登録団体 蔵のまち笑いヨガくらぶ 高
岩☎ 090-2420-4479

シルバー人材センター入会説明会
時① 10 月 11 日 ( 水 )13 時 30 分～②
12日(木)13時30分～③13日(金)13
時 30 分～場①北部事業所 ( 都賀町原
宿 ) ②南部事業所 ( 藤岡町大前 ) ③栃木
公民館 ( 日ノ出町 ) 対市内在住で働く意
欲のある 60 歳以上の方お住まいの地域
の事業所へ。問栃木事務局☎ (23)4165
南部事業所☎ (62)1534 北部事業所☎
(27)8812 大平連絡所☎ (43)0155 西
方連絡所☎ (92)8390 岩舟連絡所☎
(55)8358

シルバー人材センター刃物研ぎ
時 10 月 18 日（水） 9 時～ 12 時（受
付は 11 時 30 分まで）場栃木保健福祉
センター西側シルバーセンター作業所
前（今泉町 2 丁目）費包丁類 300 円～・
刈込はさみ 500 円～ 問シルバー人材セ
ンター栃木事務局 ☎（23）4165

いきがい将棋教室（初級）
時 10 月 14 日 ( 土 )、21 日（ 土 ）10
時～ 12 時場老人福祉センター泉寿園
( 今泉町 1 丁目 ) 定各 10 人申前日まで
に電話問生涯学習人材バンク講師 中村
☎ 090-1040-5877

1 玉で編むスヌードまたは帽子づくり
時 10 月 16 日 ( 月 )10 時～ 12 時場栃
木公民館 ( 日ノ出町 ) 定 15 人費 1,814
円申前日までに電話問生涯学習人材バン
ク講師 須藤☎ (23)7190

第 71 回栃木県芸術祭美術展 作品募集
時①搬入日時：10 月 21 日 ( 土 ) ～ 22
日 ( 日 )10 時～ 15 時②会期：10 月 28
日 ( 土 ) ～ 11 月 7 日 ( 火 )場①搬入場所：
総合文化センター第 4 ギャラリー②会
場：総合文化センターギャラリー対高校
生以上の県内在住在勤在学の方および本
県出身の方内日本画、書道、写真の募集。
詳細は県文化協会、市教育委員会にて問
栃木県文化協会☎ 028-643-5288

西方商工会 "スー爺サンタ" の軽トラ市
時 10 月 22 日 ( 日 )10 時～ 14 時 場道
の駅にしかた内広場 内野菜や果物、加工
品などを販売。西方中ブラスバンド部の演
奏を始め、西方地域内で使用出来るお得な
商品券販売や餅つき大会、リフォーム相談
会等イベントもあり。軽トラの出店者の募
集中 問西方商工会 ☎ (92)2108

とちぎメディカルセンター市民公開講座
時① 10 月 25 日 ( 水 )、② 11 月 22 日

（水）11 時～ 11 時 30 分場とちぎメディ
カルセンターしもつが講堂対どなたでも
定各 100 人費無料内①手洗いから始め
る感染対策、②糖尿病との正しい付き合
い方申不要問とちぎメディカルセンター
しもつが☎ (22)2551

太平少年自然の家「踏破だ！太平山」
対県内小学 3 年生 ~6 年生時 11 月３日

（金）~ ４日（土）の 1 泊 2 日場太平少
年自然の家とその周辺内チャレンジハイ
キングやキャンプファイヤー、野外活動
等定 25 人（抽選制）費 4,000 円程度
申 9 月 15 日（金）～ 30 日（土）問太
平少年自然の家 ☎ (24)8551

栃木高校耐久レース実施と校外練習
時 11 月 3 日 ( 金 )9 時 20 分内栃木市
総合運動公園スタート ( 延期の場合は
11 月 5 日 ( 日 ) に実施 ) ※ 11 月 2 日
( 木 ) までの期間、校外にて練習場粟野
街道 ( 栃木粟野線 )31K ｍ※練習は栃木
高校～永野川二杉橋付近問栃木高校 小
林☎ (22)2595

みかも山健康ハイキング
時 11 月 5 日 ( 日 )9 時～ 13 時場みか
も山公園東口広場管理事務所前集合内弁
当、水筒、敷物、雨具など持参問大平レ
クリエーション協会 ☎ (43)5473

栃木家庭教育オピニオンリーダー会
C

カ ル パ

ARPA　「親子ふれあい自然体験」
時 11 月 11 日 ( 土 )10 時～ 15 時場太
平少年自然の家対小学生親子定 20 組
( 抽選制 ) 費親子 2 人 1,000 円内野外活
動を楽しもう申 10 月 3 日 ( 火 ) ～ 20
日 ( 金 ) 問栃木公民館 ☎ (24)0352

精神障害サポート教室
時 11 月 8 日（水）、12 月 14 日 ( 木 )、
平成 30 年 1 月 11 日 ( 木 )14 時～ 16
時※詳細は問合先まで場栃木県小山庁舎

（小山市犬塚）問県南健康福祉センター
☎ 0285-22-6192

栃木県市町村総合事務組合職員採用試験
時１次試験 :11 月 19 日 ( 日 )、２次試
験 :12 月中旬場栃木県自治会館対昭和
63 年４月２日から平成８年４月１日ま
でに生まれた方内詳細は問合先ホーム
ページに掲載申 10 月 16 日 ( 月 ) ～ 30
日（月）[ 必着 ] 問栃木県市町村総合事
務組合 ☎ 028-625-3011

10 月は全国不正軽油撲滅強化月間
内不正軽油に関する情報をお寄せくださ
い。※不正軽油とは軽油代替燃料として
灯油や重油を混和するなどして使用する
もので、不正軽油に関わる者はすべて刑
罰の対象になります。問不正軽油 110
番（栃木県税事務所内）☎ (23)3862

音訳（朗読）奉仕員養成講座受講生募集
時 10月17日～12月19日毎週火曜日（全
10 回）10 時～12 時場栃木保健福祉セ
ンター（今泉町 2 丁目）対市内在住で音
訳（朗読）に興味がある方定 20 人（先着
順）費無料申 10月 2日（月）から電話また
は直接問市社会福祉協議会☎(22)4457

親子ヨガ教室参加者募集
時① 11 月 2 日 (木)、② 9 日（木）10 時
30 分～ 11 時 30 分場①栃木保健福祉
センター（今泉町 2 丁目）、②藤岡保健
福祉センター（藤岡町藤岡）対市内在住
の未就園児（0 ～ 3 歳以下）と保護者定
各 15 組（先着順）費 100 円申 10 月 2
日（月）～電話または直接問市社会福祉
協議会①☎ (22)4457 ②☎ (65)5861

國學院大學栃木短期大学斯花会創立 50 年記念　
丸
まる

木
き

俊
とし

絵本原画展
時 10 月 22 日 ( 日 ) ～ 31 日 ( 火 )10
時～ 16 時（22 日は 12 時 10 分開場）
場國學院大學栃木学園教育センター対ど
なたでも費無料問國學院大學栃木短期大
学 ☎ (24)7914 

おもてなしいちご隊参加者募集
対個人：県内在住・在勤・在学の方、団
体等：県内に所在する企業・団体・任意
のグループ等内栃木県を訪れる方へのお
もてなしに自ら取り組む県内の企業や団
体、個人の方を「おもてなしいちご隊」
として募集します。申おもてなしいちご
隊登録申込書（活動宣言書）に必要事項
を記入の上、メール、ＦＡＸまたは郵送
にて事務局（栃木県観光物産協会内）に
送付。問おもてなしいちご隊運営事務局

（栃木県観光物産協会内）☎ 028-623-
3213 FAX 028-623-3942

▶
昨
年
の
う
ど
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子
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こどもサポートセンター市民講座
　お米づくりから得た子育てのヒントをわかりやすく学びます。宮城県の美しい写真
を見ながら、手をかけすぎない本物の子育てについてみなさんと考えていきます。
日時　10月 27日 ( 金 )13 時 30分～ 15時
場所　こどもサポートセンター（城内町２丁目）　対象　市内在住で関心のある方
内容　テーマ：「自然農法で命を育む－米づくりで見えてきた本当の子育て－」
　　　講師：宮城県文化財保護課　遠藤則

のり
靖
やす
氏

定員　40人　費用　無料　申込　10月 23日（月）までに電話で。
問合先　こどもサポートセンター　☎ (20) ７７０５

時＝日時　場＝場所　対＝対象　内＝内容
定＝定員　費＝費用　持＝持物　申＝申込

英語であそぼう︕
時 10 月 12 日 (木)10 時 15 分～ 11 時 30 分
対 2 歳以上の未就園児定 15 組申 10
月 6日 ( 金 ) まで電話または直接
ベビーきらり
時 10月 31日 (火)10時 30分～ 11時 15分対 3
～ 10ヶ月の未就園児内足形や手作りおもちゃ
定 15 組程度申直接または電話にて
後期 (10 月～ 2 月 )「きらきらちゃん」  
時第 2・4木曜日 ( 変更になる場合あり )10 時
30 分～ 11 時 30 分対 2 歳以上の未就園児定
15 組申 10月 10日 (火 )まで電話または直接
後期 (10 ～ 2 月 )「ぷちきらちゃん」
時月１回月曜日 (変更になる場合あり )10時30分
～11時15分対 1歳6ヶ月～1歳11ヶ月の未就園児
定 15 組申 10 月 10日 ( 火 ) まで電話または直接

フォレストキッズ保育園子育て支援センター エンジェル　　　　
（☎20-0808） 9時30分～14時30分・土日祝日休

大きくなったかな～︕
時 10 月 5日 ( 木 )・24日（火）10時 15分～
11 時 15 分対 0 歳児以上と保護者定各日 15
組内手形足形、身体測定申受付中
キッズランドで遊ぼう
時 10月20日(金)9時35分集合場キッズランド
おやまロブレビル対 6ヶ月児以上と保護者定
15 組費駐車場料金は各自 申 9月 25日（月）～
みんなで作ろう米粉のホットケーキ
時 10 月 26 日 ( 木 )10 時 30 分～ 12 時対 1
歳児以上と保護者定 15 組持エプロン・三角巾・
スプーン・フォーク申 10 月 2日 ( 月 ) ～
HAPPY　HALLOWEEN!!
時 10 月 31 日 ( 火 ) 10 時 15 分～ 11 時 30
分対 0 歳児以上と保護者（仮装可）
定 10 組申 10 月 11日 ( 水 ) ～
リフレッシュヨガ
時 11 月 7 日 ( 火）10 時 15 分～ 11 時 対 0
歳児以上と保護者定 8 組 (託児あり) 費 200 円
持ヨガマット・タオル申 10 月 18日（水）～
デンタルスタッフによる相談会
時 11 月 10 日 ( 金）10 時 15 分～ 11 時 15
分対 0 歳児以上と保護者定 6 組持お子さんの
歯ブラシ（なくても可）申 10 月 23日（月）～

大平児童館（☎ 43 - 2350）
8 時３０分～ 17時 30分（７・８月は 18時）・月曜祝日休

わいわい広場
時① 10月 6日 ( 金 )、② 13日 ( 金 )10 時 30
分～ 11時 30分場①大平運動公園、②大平児
童館対 0 ～ 3歳児の親子内①お散歩
～秋をみつけよう～、②ハロウィン
天体観測
時 10月 6日 (金)、13日 (金)、20日 (金)19 時
～ 20時 30分（時間内参加自由）※悪天候中止 

大平みなみ児童館（☎ 43 - 9880）
　　　　　　　　 8 時 30分～ 17時・月曜祝日休

あそびの出前　忍者道場
時10月14日(土)10時30分～11時30分対小学生内忍
者修行をテーマにチャレンジゲーム定30人申受付中 

ファミリーサポートセンター栃木
（栃木／☎ 25-1040・大平／☎ 43-1134）
 ファミサポ講習会『親子クッキング』
時 11 月 2日 ( 木 )10 時～ 12時場藤岡保健福
祉センター対 2歳以上児の親子内小麦粉を使っ
たおやつ作り定 15 組申随時

10 ～ 12月のおやこ保育園
時 10 月 10 日、24日・11月 14 日、28日・
12 月 12 日 ( 全て火曜日 )10 時 30 分～ 11
時 30分場市役所本庁舎 1階市民スペース対未
就園児の親子内保育士による遊びや、子育て相
談問こども園さくら☎ (24)3900

運動会
時 10月11日(水)10時～11時場とちぎコミュ
ニティプラザ大会議室対 2 歳児以上と保護者
定 20 組持運動しやすい服装と靴申随時
子育て講座『心を育てる楽しい絵本』
時 10 月 13 日 ( 金 )10 時 30 分～ 11 時 30
分対 6 歳までの親子定 15 組申随時 

地域子育て支援センターおおひら（☎ 43-1134）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・月曜祝日休

きゅーちゃんダンスを踊ろう︕︕
時 10 月 31 日 ( 火 )10 時 30 分～対乳幼児と
保護者定 30 組程度申 10 月 5日 ( 木 ) ～
ころころ広場  
時① 11 月 1 日 ( 水 )、② 22 日 ( 水 ) または
28 日 ( 火 )10 時 30 分～ 11 時 30 分対幼児
と親子内①公園で遊ぼう！②クリスマスグッズ
作り場①大平運動公園定① 25組程度②各 20
組申 10 月 13( 金 ) ～
べビーマッサージ
時 11 月 9 日 ( 木 )10 時 30 分～ 11 時 30 分
対 0 歳児と保護者定 20 組申 10月11日(水) ～
赤ちゃんサロン
時 11月 14日 (火 )または 30日 (木 )10時 30
分～ 11時30分対 0 歳児と保護者定各 25組内
保育園のお友達と遊ぼう申 10月 11日 (水 )～

地域子育て支援センターふじおか（☎ 62-5011）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・土日祝日休

わくわくタイム　お散歩会
時 10 月 6日 ( 金 ) 対乳幼児と保護者定 20 組
 お芋掘り
時 10 月 12 日 ( 木 ) 場観光農園対 1 歳児以上
児と保護者内親子で 3株掘る定 15 組費 350
円 ( 当日集金 ) 持汚れてもいい服装、長靴など
わくわくタイム　ハロウィン制作
時 10 月 19日 (木) 対乳幼児と保護者定 20 組
わくわくタイム　ミニミニ運動会
時 10月 27日 (金 ) 対 1 歳以上児と保護者定 30 組
☆共通事項 時 10 時 30 分～ 11 時 30 分申 9
月 25日 ( 月 ) ～

地域子育て支援センターつが（☎ 27-2122）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・土日祝日休

すくすくタイム　身体測定・窓飾り制作
時 10 月 5日 ( 木 ) 10 時 30分～ 11時 30分
対 0 歳～ ( 未就園児 )と保護者申不要
ベビーマッサージ
時 10 月 12 日 ( 木 ) 10 時 30 分～ 12 時対 0
歳児と保護者定 15 組持大きめのバスタオル・
フェイスタオル申 9 月 26日 ( 火 ) 9 時～
すくすくタイム　ミニ運動会
時 10 月 20 日 ( 金 ) 10 時 30 分～ 11 時 30
分対 0 歳～ ( 未就園児 ) と保護者定 20 組持汗
拭きタオル申 10 月 3日 ( 火 )9 時～
保育園児との交流会
時 10月24日(火) 9時45分～10時30分 対 0歳~2
歳と保護者定各年齢5組申 10月10日( 火)9 時～
すくすくタイム　ハロウィン制作
時 10月26日(木) 10時30分～11時30分 対 未
就園児と保護者定 20組申 10月11日(水)9時～ 

地域子育て支援センターにしかた（☎ 92-2900）
　　　　　　　　　　 9 時～ 17時・土日祝日休

大きくなったかな
時 10 月 4 日 ( 水 )10 時 30 分～ 11 時 30 分
 内身体測定、手形
こども園の運動会に参加しよう
時 10月7日(土)9時30分頃～
親子たいそう
時 10 月11 日( 水)9 時30 分～ 10 時 30 分定
10 組申事前申込 (電話または来館 )
園庭開放
時 10 月 18日 ( 水 )10 時30分～11時30分
親子制作「ハロウィン」
時 10 月 25 日 (水)、26 日 (木)10時30分～ 11
時30分定各5組申事前申込（電話または来館）
☆共通事項 対未就園児と保護者

地域子育て支援センターいわふね（☎ 55-7920）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・土日祝日休

親子ミニ運動会
時 10 月 11日 ( 水 )10 時～場こなら館体育館
定 50 組申受付中

食育「体に良い飲み物と食べ物」
時 11 月 17 日 ( 金 )10 時 30 分～対未就園児
と保護者定 15 組申 10 月30日( 月) ～ 
わいわいクラブ
時 11 月４日 ( 水 )10 時 30 分～ 11 時 30 分 
内誕生児お祝い、今月の制作、身体測定申当日 
うきうきクラブ
時 11 月 18 日 ( 水 )10 時 30 分～ 11 時 30
分 内おはなし会、カレンダー制作申当日 
にこにこクラブ
時 11 月 25 日 ( 水 ) 10 時 30 分～ 11 時 30
分内親子ふれあいあそび、親子の交流申当日 
☆共通事項 対未就園児と保護者

認定こども園さくら子育て支援センターゆめふうせん
  　          （☎ 24 - 3900）9 時～ 15時・土日休

親子ふれあい給食
時 10月 2日 (月) 受付 10時～ 10時 30分定５組
(先着順 ) 費親子で 800円 ( 離乳食あり ) 申当日
ほのぼの移動広場（イオン）
時 10 月 3日 ( 火 )・17日 ( 火 )10 時 30分～
11 時 30 分※時間内自由参加場イオン２Fち
びっこ広場内保育士による歌遊び、絵本読み、
ミュージック・ケアや子育て相談
レッツ A.B.C
時 10 月 18 日 ( 水 )10 時～ 10 時 40 分場こ
ども園さくら対 1 歳 3 ヶ月以上定 15 組（先
着順）申前日 15時までにメール、下記アドレ
スに〈件名・保護者名・子ども名・読み仮名・
生年月日・〒・住所・電話番号〉を送信して下
さい。✉s-shien@sakura-kids.jp
健康相談日
時 10月23日 (月)10時～ 12時、13時～15時内
身体測定※午前中、助産師相談あり（予約不要）
双子ちゃん遊ぼう
時 10 月 23 日 ( 月 )10 時～ 12 時対未就園児
の双子と保護者または双子妊娠中の方
リズム de ポン（ハロウィン）
時 10月 30日 ( 月 )10 時～ 11時場さくら３J
ホール申事前申込み不要持カメラ

認定こども園おおみや幼児教育センター子育て支援センター
ふれあいポッケ （☎27-8890）9 時～14時・土日祝日休
親子で楽しみましょう『絵本　大好き︕』
時 10 月 30 日 ( 月 )  対１歳６ヵ月～未就園児
と保護者定 15 組
みんなでおめでとう︕ハーフバースディ❤
時 10 月 5日 ( 木 )
みんなでおめでとう︕ 1 ｔｈバースディ❤
時 10 月 10日 ( 火 ) 
みんなでおめでとう︕ 2・3 ｔｈバースディ❤
時 10 月 16日 ( 月 ) 
❤印の共通事項 対未就園児の親子 (誕生児以外の
親子も可 ) 内身体計測、手形足形、カード作り、育
児相談、プチ誕生会持タオル、測定しやすい服装
新聞紙で遊ぼう
時 10 月 17日 ( 火 )、19日 ( 木 ) 
ダンボールで遊ぼう　
時 10 月 24日 ( 火 )、25日 ( 水 )、26日 ( 木 )
対 6 ヶ月～未就園児と保護者定 15 組
☆共通事項 時 10 時 30 分～ 11時 30 分申平
日 13時～ 15時電話にて

けやき保育園子育て支援センター きらり（☎23-8905）
月木金 10時～ 15時・火水 10時３０分～ 15時 30分・土日祝休

身体測定・手形足形
時① 10 月 2 日 ( 月 )、5 日 ( 木 )、② 10 月 3
日 ( 火 ) 各日 10時 30分～ 11時 30分 ( 時間
内参加自由)対①0歳～1歳6ヶ月児と保護者、
② 1歳 6ヶ月以上児と保護者
カレンダー作り
時① 10 月 4 日 ( 水 ) 受付 13 時 30 分～ 14
時 15 分② 10 月 16 日 ( 月 )、17 日 ( 火 ) 受
付 10 時 30 分～ 11 時 15 分※時間内参加自
由対未就園児と保護者内 11 月カレンダー作り

児童館・支援センターなどの行事
※飲み物等必要なものは各自お持ちください。

いまいずみ児童館（☎ 27 - 5322）
　　　　　　　　　　　9時～ 17時・水曜祝日休

わくわくたいむ　毛糸でぐるぐるマグネット作り
時 10 月 7日 ( 土 )14 時～ 15時 30 分対 4 歳
以上（未就学児は保護者同伴）申不要
じどうかんまつり ハッピー♪ハロウィンパーティー︕
時 10月28日(土)13時30分～16時30分（時
間内参加自由）※ 9時～ 13 時 30 分、16 時
30 分～ 17 時は閉館内工作（こうもり型バッ
ク）、ゲーム（魔女のとんがり帽子輪投げ、モ
ンスター玉入れなど）申不要
ママといっしょ
時Ａ：11月13日(月)、Ｂ：11月14日(火)、Ｃ：
11 月 20 日 ( 月 )、Ｄ：11 月 21 日 ( 火 ) 各ク
ラス10時30分～対Ａ：6か月～11か月児（う
さぎクラス），Ｂ：1歳～ 1歳 11 か月児（くま
クラス），Ｃ、Ｄ：2歳以上の未就園児（ぞう①
クラス、ぞう②クラス）内秋の実であそぼう定
Ｃ：20組、その他：30組（先着順）持Ａ：バスタ
オル、Ｃ、Ｄ : クレヨン申 10 月 13日 ( 金 ) ～
みんなでスムージーをつくろう︕
時 11 月 7日 ( 火 )10 時 30 分～ 12時対 0 ～
3歳児と保護者定 15 組持スプーン、フォーク、
箸など申 10 月 13日 ( 金 ) ～ 24日 ( 火 )
リトミックワールド
時 11 月 28 日 ( 火 )10 時 30 分～対 1 歳 6か
月以上の未就園児と保護者定 20組(抽選制)持
クレヨン、B4判の画用紙帳※軽装でお越し下
さい申 10 月 13日（金）～ 25日（金）
子ども用品リサイクル
時 10月 10 日 ( 火 )11 時～13時 30 分場老人
福祉センター泉寿園内子どもの洋服など（リサ
イクル品）を無料でおゆずりします 申不要

そのべ児童館（☎ 20 - 6231）
　　　　　　　　 　　9 時～ 17時・木曜祝日休

ぺたぺた記念日
時 10 月 17 日 ( 火 )、18 日 ( 水 )10 時～ 11
時 30分 ( 時間内参加自由 ) 対 0 歳以上内手形
足形、身体測定※誕生月は写真をプレゼント持
汚れてもよい服装、タオル
ぷちぷちひろば　くまのシャカシャカバック作り
時 10 月 24 日 ( 火 )10 時～ 11 時 30 分 ( 時
間内参加自由 ) 対 0 ～ 11か月児
のびのびひろば　くまのシャカシャカバック作り
時 10 月 25 日（水）10 時～ 11 時 30 分 ( 時
間内参加自由 ) 対１歳以上の未就園児
ハロウィン☆ケーキ作り
時 10 月 29 日 ( 日 ) ① 10 時～ 11時 30 分②
14 時～ 15 時 30 分対幼児以上定①②各 8人
( 先着順 ) 持エプロン、三角巾、マスク、手拭
き用タオル申 10 月 15日 ( 日 ) ～
0 歳親子ビクス
時 11 月 6 日 ( 月 )10 時～10 時 45 分対 0 ～
11か月児と保護者定 25組(先着順) 持動きやす
い服装 (ジーンズ不可) 申 10 月 23日 ( 月 ) ～ 

はこのもり児童センター（☎ 24 - 4034）
　　　　　　　　　　 9 時～ 19時・水曜祝日休

ハロウィンかぼちゃ～木の実を添えて～
時 10 月 8 日 ( 日 ) ① 14 時～ 15 時② 15 時
～ 16 時対 18 歳未満 ( 未就学児は保護者同
伴) 定各回 10人(先着順)申当日9時(電話可)
ハッピーハロウィン☆２０１７
時 10月 29日 (日 )14 時～ 15 時対 18 歳未満
(未就学児は保護者同伴) 内ゲームでお菓子をＧ
ＥＴ定 50人 (先着順 ) 申当日9時 (電話不可 )

子育て支援センター合同行事

わらべうたで遊ぼう︕
時 11 月 8 日 ( 水 )10 時 30 分～ 11 時 30 分
場こども園さくら対 1 歳以上児と保
護者定 40 組申市内 子育て支援セン
ターにて随時受付

地域子育て支援センター（とちぎ）（☎ 23 - 2740）
　　　　　　　　9 時～ 16時 30分・土日祝日休

ほんわかタイム
時 10月 4日 ( 火 )10 時～ 11時対 0歳児と保
護者内身体測定とおしゃべりタイム申当日

子育てのお知らせ



休日・夜間救急診療

乳幼児健診等のご案内

成 人 健 診 等 の ご 案 内

健康増進課　☎（25）3511・（25）3512
各総合支所市民生活課窓口≪問合先≫

　救急診療は、急病の患者さんに対し応急的な診
療を行うものです。急病ではない患者さんは、かか
りつけ医師等の診療時間内に受診するなど、救急
診療の正しい利用をお願いします。

子どもの周りには危険がいっぱい！
～家庭でできる事故予防～
子どもの周りには危険がいっぱい！
～家庭でできる事故予防～
子どもの周りには危険がいっぱい！
～家庭でできる事故予防～
子どもの周りには危険がいっぱい！
～家庭でできる事故予防～
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高齢者･小児インフルエンザ予防
接種の助成が10月から始まります
高齢者･小児インフルエンザ予防
接種の助成が10月から始まります

寝返りをうつようになるとベビーベッドやソファから転落する
事故が多くみられます。
〈予防のポイント〉
・ベッドは必ず柵を立てましょう。
・転落してもケガのないように床に座布団等を敷きましょう。

≪急患センター終了後、問合先≫

≪とちぎ救急電話相談≫

≪とちぎ医療情報ネット≫

≪栃木地区急患センター≫

【診療時間等】

【診療場所】
栃木地区急患センター（境町） ☎（22）8699

【10月の当番医師】

※当番医は変更になる場合もありますので、事前
に電話確認をしてからお出かけください。
※受付は、診療時間終了30分前までにお済ませ
ください。

急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が
相談に応じます。

県内の病院・診療所・歯科診療所・薬局等の
情報を提供するためのシステムです。
○ホームページ
  「とちぎ医療情報ネット」で検索

月曜日～土曜日　18：00～翌朝8：00
日曜日・祝休日　24時間（8：00～翌朝8：00）
☎028-600-0099　プッシュ回線の場合　＃8000

◆栃木市消防本部
月～土曜日の22：00以降　  ☎（22）0119
日曜・祝日・年末年始の21：00以降 ☎（24）9999
                                    （音声ガイダンス）

平日…………19時～22時（内科／小児を含む）
休日（日曜日）…9時～21時（内科）
　　　　　　  9時～17時（外科）
　　　　　 　18時～21時（小児科）
休日（祝祭日）…9時～21時（内科/小児を含む、外科）

【子ども】

毎日　18：00～22：00
☎028-623-3344　プッシュ回線の場合　＃7111

【大人】

健康あっぷ講座（口腔編）
　　　　からだ元気はお口から☆
健康あっぷ講座（口腔編）
　　　　からだ元気はお口から☆
　食事をはじめとする生活習慣の中には、歯の病気のリスクがたくさんあります。
いつまでも健康でいるために、生活習慣と歯のケア方法について見直してみませんか？ 
　日　時　11月9日(木)13時30分～15時
　場　所　栃木保健福祉センター (今泉町2丁目)
　内　容　歯科医師による講話：生活習慣と歯の病気～意外と怖い飲
　　　　　み物の話～、歯科衛生士による実習
　定　員　30人（先着順）
　費　用　無料
　申込期間　9月27日(水)～
　問合先　健康増進課 ☎(25)3512

♥愛の献血にご協力を♥♥愛の献血にご協力を♥
　日　時　10月5日(木)10時～11時45分、13時～16時
　場　所　市役所本庁舎３階正庁
　対　象　16歳～69歳の方。ただし、65歳以上の方については
　　　　　60歳～64歳に献血経験がある方に限る。
　内　容　200ml、400ml献血のみ
　問合先　健康増進課　☎(25)3511

第30回岩舟健康福祉まつり第30回岩舟健康福祉まつり
　日　時　10月15日(日)９時45分～14時　雨天決行
　場　所　遊楽々館 (岩舟町三谷)
　内　容　遊楽々館内では、骨密度、肌年齢、体力測定など健康チェック
　　　　　を実施します。屋外では園児による発表会や飲食等の店も
　　　　　たくさん出店します。ぜひ、ご来場ください。
　問合先　岩舟健康福祉まつり実行委員会（健康増進課内）☎(25)3511

【高齢者インフルエンザ（定期接種B類）】
対　象　市内在住の65歳以上の方・60歳以上65歳
　　　　未満で、心臓、腎臓または呼吸器の機能に自
　　　　己の身辺の日常生活活動が極度に制限される
　　　　程度の障害を有する方及びヒト免疫不全ウイ
　　　　ルスにより、免疫の機能に日常生活がほとん
　　　　ど不可能な程度の障害を有する方
助成額　3,500円（接種費用から助成額を除いた額が自己負担）
助成回数　期間内１回

【小児インフルエンザ（任意接種）】
対　象　市内在住で、満１歳以上小学校就学前のお子さん
助成額　2,500円（接種費用から助成額を除いた額が自己負担）
助成回数　期間内2回

【共通事項】
期　間　10月1日（日）～平成30年2月28日（水）
申　込　市内協力医療機関（要予約）※市外で接種す
　　　　る場合は、事前に問合先まで連絡ください。
その他　対象者のうち、生活保護世帯に属する方は、
　　　　接種後に申請いただくことで、自己負担額分
　　　　の助成（上限あり）を受けることができます。
問合先　健康増進課　☎(25)3511

床やテーブル上に置かれた薬や洗剤、タバコなどを誤飲する事
故が増えています。
〈予防のポイント〉
・薬やタバコなどは、子どもの目にふれない場所や手の届かな
　い場所に保管しましょう。

入浴中に目を離したすきに浴槽に転落したり、入浴時
以外でも浴室に入り、溺れることがあります。
〈予防のポイント〉
・浴槽の水は抜いておきましょう。
・入浴中は子どもから目を離さないようにしましょう。

柔らかい枕や布団、よだれかけ等で口をふさがれたり、吐いた食べ物を
のどに詰まらせて窒息する事故が多発しています。
〈予防のポイント〉
・寝返りをうってうつぶせ寝になり、窒息しないように気をつけましょう。
・ベッド内にタオル、ぬいぐるみ等は置かないようにしましょう。

広報とちぎ 10月号

健康相談・栄養相談こころの健康相談

19

24

木

火

カウンセラーが相談に応じます。
※予約制です。事前に問合先までご連絡ください。

①13：30 ～
②14：30 ～
③15：30 ～

日 曜日月

10
栃木保健福祉センター

大平ゆうゆうプラザ

会　場 相談時間

健康づくりや生活習慣の改善・見直しなどについて保健師や
管理栄養士等がご相談をお受けいたします。お気軽にご利用ください。
※予約制です。事前に問合先までご連絡ください。

赤ちゃんは日々成長して、いろいろなことができるようになります。
室内の危険箇所を家族みんなで確認し、子どもの事故を防ぎましょう。

転落・転倒 誤　飲

窒　息溺　水

乳幼児健診
※個別通知で案内した時間にお越しください。
内　容

４か月児健診

９か月児健診

１歳６か月児健診

月 日 曜日 会　場 日 曜日 会　場

10 10
25

火
水

栃木保健福祉センター
西方保健センター

26 木 大平ゆうゆうプラザ

10 11
24

水
火

栃木保健福祉センター
栃木保健福祉センター

25
27

水
金

西方保健センター
大平ゆうゆうプラザ

10 5
13

木
金

大平ゆうゆうプラザ
栃木保健福祉センター

26 木 栃木保健福祉センター

３歳児健診

２歳児歯科健診

10 6
18

金
水

大平ゆうゆうプラザ
大平ゆうゆうプラザ

24
25

火
水

西方保健センター
栃木保健福祉センター

10 13 金 大平ゆうゆうプラザ 20 金 栃木保健福祉センター

両 親 教 室
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

内　容

①妊娠中の生活・仲間づくり
②育児について・妊娠中の栄養
③妊婦体験・赤ちゃんのお風呂

会場／日程
栃木保健福祉センター

終了
終了

10月21日（土）

10月17日（火）
11月　1日（水）
12月　9日（土）

大平ゆうゆうプラザ

母乳相談（１歳未満児）　（受付：9:45～ 10:00）
日　程内　容 会　場

子育て相談（乳幼児）　（受付：10:00～ 11:00）
※希望者どなたでもご利用できます（申込み不要）

保健師による育児相談・交流
10:30～保育士によるふれあい遊び
★は栄養士による栄養相談も
　実施しています。

★10月　4日（水）
★10月11日（水）
★10月16日（月）
　10月31日（火）

栃木保健福祉センター
岩舟遊楽々館
西方保健センター
大平ゆうゆうプラザ

日　程内　容 会　場

助産師による母乳相談 10月19日（木） 栃木保健福祉センター

離乳食・むし歯予防教室（対象：10～11か月児）

集団検診日程　～１年に１回健康診断を受けましょう～

日　程内　容 会　場

※定員30人の申込み制です。
　開催日1か月前から申し込みを受け付けます。

※午後に大腸がん・乳がん・子宮頸がん・骨粗しょう症検診のみ
　実施します。(受付時間１３：３０～１４：３０)

受付時間８：００～１０：３０
各公民館は受付時間８：３０～１０：３０

10月　4日（水）
栄養士による離乳食のお話、
歯科衛生士による
むし歯予防のお話、個別相談

栃木保健福祉センター

日 曜日 会　場 対象月
1
1
2
6
7
8
14
15
17

水
水
木
月
火
水
火
水
金

女
女
男女
男女
男女
女
男女
男女
男女

栃木保健福祉センター
栃木保健福祉センター　※
吹上公民館　　
藤岡保健福祉センター
栃木保健福祉センター
栃木保健福祉センター
大平ゆうゆうプラザ
大平ゆうゆうプラザ
栃木保健福祉センター

11

日 曜日 会　場 対象月
19
20
21
24
27
28
29
30

日
月
火
金
月
火
水
木

女
男女
男女
女
男女
女
女
男女

栃木保健福祉センター
寺尾公民館　　
皆川公民館　
藤岡保健福祉センター
都賀保健センター
都賀保健センター
大平ゆうゆうプラザ
大平ゆうゆうプラザ

11

大門（康）（大門内科医院）
橋本（義）（橋本腎内科クリニック）
小児：斉藤（伸）（さいとう小児科）
青木（虎）（青木医院）
中元（中元内科医院）
永谷（大島医院）
金子（金子内科医院）
橋本（安）(橋本医院）
玉野（たまのクリニック）
中村（昭）（なかむら耳鼻咽喉科クリニック）
石塚（好生医院）
小児：木内（TMC とちのき）
竹田（竹田内科小児科クリニック）
長（大平ファミリークリニック）
山門（山門クリニック）
秋元（秋元クリニック）
藤沼（仁）（大平下病院）
石井（石井内科医院）
青木（虎）（青木医院）
金子（金子内科医院）
恵川（与倉ペインクリニック）
小児：桜井（桜井こどもクリニック） 
河口（達）（河口医院）
金田（金田医院）
竹田（竹田内科小児科クリニック）
金子（金子内科医院）
川島（かわしまクリニック） 
箕輪（箕輪内科）
青木（虎）（青木医院）
中元（中元内科医院）
小児：河口（修）（河口医院） 
横山（よこやま内科小児科クリニック）
筒井（筒井医院）
恵川（与倉ペインクリニック）
腰塚（学）（ちづかクリニック） 
野崎（野崎医院）
嶋崎（とちぎ診療所）
河口（達）（河口医院）
斉藤（浩）（はこのもりクリニック）
小児：斉藤（伸）（さいとう小児科）
中坪（なかつぼクリニック） 
関口（弘）（関口医院）

1

2
3
4
5
6
7

8

9

10
11
12
13
14

15

16
17
18
19
20
21

22

23
24
25
26
27
28

29

30
31

日

月
火
水
木
金
土

日

月

火
水
木
金
土

日

月
火
水
木
金
土

日

月
火
水
木
金
土

日

月
火
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問合先 観光振興課  ☎（21）2373

Vol.12

真っ赤なリボンのついたピンクの華やかな
ロングドレスに身を包んだカマキリのキリー
は、お花、ピアノ、絵を愛するハートランド
のレディー。静かな場所が好きです。

キリー

コ
ウ
ノ
ト
リ

オ
　
ギ

「渡良瀬遊水地のなかまたち」は、遊水地に生息する多様な動植物を毎月紹介します。

な
ー ラト ン

か たま ち
ハ ドの
渡良瀬遊

水地キャラクター

　

今
年
５
月
、
遊
水
地
に
ほ
ど
近

い
藤
岡
地
域
の
水
田
に
、
一
羽
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
体
長
約
112
㎝

の
大
型
の
水
鳥
で
す
。
か
つ
て

は
日
本
各
地
で
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
明
治
以
降
急
速
に
数
を
減

ら
し
、
昭
和
40
年
代
に
、
日
本

列
島
で
は
絶
滅
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
全
国
各
地
で
野
生
復

帰
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
５
月
に
市
内
に
来
た
の

は
、
千
葉
県
で
放
鳥
さ
れ
た
雄

の
「
ひ
か
る
」
。
そ
の
後
も
た

び
た
び
再
度
栃
木
市
付
近
に
来

て
い
ま
す
。
将
来
遊
水
地
で
も

日
常
的
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
み
ら
れ

る
日
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

オ
ギ
は
渡
良
瀬
遊
水
地
で
ヨ

シ
に
つ
い
で
多
い
植
物
で
す
。

外
見
は
一
見
ス
ス
キ
に
そ
っ
く

り
で
す
が
、
湿
地
で
あ
る
遊
水

地
に
ス
ス
キ
は
あ
ま
り
生
え
て

お
ら
ず
、
ス
ス
キ
に
見
え
る
も

の
の
ほ
と
ん
ど
が
オ
ギ
で
あ
る

よ
う
で
す
。
高
さ
３
〜
４
ｍ
ほ

ど
に
成
長
し
、
丈
夫
な
茎
を
持
つ

オ
ギ
は
地
元
で
は
「
男
ヨ
シ
」
と

も
呼
ば
れ
、
か
や
ぶ
き
屋
根
の

材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

９
〜
10
月
ご
ろ
、
一
斉
に
花

穂
を
出
し
ま
す
。
秋
の
夕
暮
れ

時
の
オ
ギ
原
に
て
、
夕
日
に
照

ら
さ
れ
て
黄

金
色
と
な
っ

た
穂
が
風
に

揺
れ
る
姿
は

圧
巻
で
す
。

栃木商工会議所創立１２５周年記念プレ事業

10月
平成28年

生まれの

（
募
集
）写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・
住
所
・
電
話
番
号
・
保
護
者
名
を
記
入
の
う
え

〒
３
２
８‐

８
６
８
６
栃
木
市
役
所
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
へ（
締
切
当
日
必
着
）。

写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。（
締
め
切
り
）平
成
28
年
12
月
生
ま
れ
10
月
12
日（
木
）、平
成
29
年
1
月
生
ま
れ
11
月
13
日（
月
）

※

封
筒
に
差
出
人
住
所
氏
名
を
明
記
く
だ
さ
い
。

エ
ン
ゼ
ル

▶
秋
晴
れ
の
空
に
映
え
る

　

オ
ギ
の
穂

　江戸の情緒を残す蔵の街並みと、山車祭りを
今に伝える小江戸「栃木市」「川越市」「香取市」。
毎年、３市の交流として行われる「小江戸サミット」
が、３年ぶりに栃木市で開催されます。

　今年のふるさとまつりは、栃木市の産業と物産展に加え、
劉備、関羽、張飛の3台の山車を展示するとちぎの三国志「山車
人形」まつりも同時開催！“とちぎの秋”をお楽しみください。

10月28日土
場所 栃木グランドホテル（万町）

定員 １００人（先着順）
申込 10月10日㈫９時より、栃木市観光協会で

整理券を配布

費用 無料（要整理券）

内容

日時

●記念講演「歌麿の生きた時代の料理」

●玉川奈々福による「浪曲」
講師：田中実穂氏

14時30分開場
15時開会

問合先 蔵の街課  ☎（21）2573

　喜多川歌麿の世界をイメージし
た「歌麿道中」をはじめ、期間中は
蔵の街大通り周辺地域で、様 な々
催しが行われます。詳細は、市ホー
ムページまたは広報とちぎの回覧
チラシをご覧ください。

10月28日 ̶  11月5日土 日
期間

期日

歌麿道中
10月28日土

場所 巴波川幸来橋周辺（13時～）
とちぎ蔵の街大通り（15時～）

※荒天時は29日㈰に
　順延

問合先 とちぎの三国志「山車人形」まつり実行
委員会事務局・蔵の街ふるさとまつり
実行委員会事務局（栃木商工会議所内）
☎（23）3131
商工振興課☎（21）２３７１

10月28日 ・29日土 日
日時

10時～16時

交通規制９時～17時

場所 とちぎ蔵の街大通り（足銀～万町交番）
近龍寺参道及び門前

▶今年栃木市に飛来した
　コウノトリのひかるくん

◀
前
回
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
よ
う
す

田名網勇人ちゃん
た  な あみゆう と

程島遙香ちゃん
ほどしま はるか

渡邉海靖ちゃん
わた なべかいせい

須藤由衣ちゃん
す  とう ゆ　い

今泉明香ちゃん
いま いずみめい   か

小松大致ちゃん
こ  まつだい  ち

廣田信之介ちゃん
ひろ た しん   の  すけ

高橋杏緒ちゃん
たか はしあお い

加藤楓晴ちゃん
か とうふうせい

片柳那琉ちゃん
かたやなぎ な　 る

栃木颯太ちゃん
とち ぎ はや  た

羽山隼也ちゃん
は  やましゅん      や

柴﨑優大ちゃん
しば さき ゆう だい

渡邉乃彩ちゃん
わたなべ の　あ

鈴木　琳ちゃん
すず   き りん

大塚律奈ちゃん
おおつか り　な

仲井　紬ちゃん
なか  い つむぎ

金山七絆ちゃん
かなやま なずな

小岩美有ちゃん
こ  いわ み　ゆ

横塚光海ちゃん
よこづか み　う

笠生幸杜ちゃん
かそう ゆき   と

金子　巧ちゃん
かね こ たくみ

小江戸サミット2017
栃木大会

第7回
歌麿まつり

第20回蔵の街ふるさとまつり・とちぎの三国志「山車人形」まつり



市内各地から
楽しい話題が
届きました！

地域の
話題を

16まちかどニュース

写真で
紹介！ ニ ュ ー ス 広報とちぎをスマホやタブレットに毎月配信。

広報紙アプリ「マチイロ」をご利用ください。
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にしかた子ども夏まつり
　8月19日、西方総合文化体育館を会場に『にしかた子ども夏まつり』が開催され
ました。今年は雨により一時体育館内でのステージ発表となりましたが、子ども
たちの元気いっぱいのダンスや
御神輿、ゲストによるバトントワ
リングショーやお笑いライブ等で
会場は熱気に包まれました。

夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

           
「
い
わ
ふ
ね
チ
ャ
レ
ン
ジ
工
房
」

　

8
月
6
日
、
岩
舟
公
民
館
に
て
、
夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い

教
室
「
い
わ
ふ
ね
チ
ャ
レ
ン
ジ
工
房
」
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

色
と
り
ど
り
の
ロ
ウ
を
材
料
に
、
夏
の
必
需
品
虫
よ
け
ア

ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
に
挑
戦
。
教
室
に
は
、
爽
や
か
な
香

り
と
夏
休
み
を
楽
し
む
親
子
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

寺尾の子どもが勢ぞろい！子どもフェスティバル
　8 月 5 日に寺尾公民館にて、寺尾地区子ども会育成会連絡協議会主催で 30 回
目を迎えた子どもフェスティバルが開催されました。会場では、子どもたちがスト
ラックアウトやいす取りゲームなど、いろいろなアトラクションを楽しんでいました。
また、地域の方も集まり、竹馬やめ
んこなどの遊びを子どもたち教えた
り、かき氷をふるまったり、地域一
体となって盛り上がりました。

▲ かき氷にシロップをかけ楽しむ子どもたち▲ 的をめがけてエーイ

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ
盆

〜
つ
が
市
民
盆
踊
り
大
会
＆
つ
が
花
火
大
会
〜

　

8
月
11
日
、都
賀
市
民
運
動
場
に
お
い
て「
T
S
U
G
A
盆
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た
方
々
は
、
本
大
会
を
象

徴
す
る
や
ぐ
ら
を
中
心
に
い
く
つ
も
の
輪
に
な
っ
て
盆
踊
り

を
踊
り
、
会
場
一
体
と
な
っ
て
夏
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。
最
後
に
は
、
約
2
0
0
0
発
の
打
ち
上
げ
花
火
が
夜

空
を
彩
り
、
大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

夏
休
み
親
子
体
験
・
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　

〜
親
子
わ
い
わ
い
塾
〜

　

8
月
11
日
、
お
お
ひ
ら
郷
土
資
料
館
「
白
石
家
戸
長
屋
敷
」

を
会
場
に
、
親
子
体
験
交
流
会
「
親
子
わ
い
わ
い
塾
」
が
、

大
平
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ほ
か
、
大
平
地
域
の
小
学
校
お
や
じ
の

会
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
は
、
藍
の
た
た
き
染
め
、
龍
吐
水
、
か
ま
ど

で
麦
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り

な
ど
、
普
段
は
経
験
で

き
な
い
体
験
に
目
を
輝

か
せ
な
が
ら
、
夢
中
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

▶ 

2
0
0
0
発
の
花
火
が

 　

夜
空
を
彩
る

▶ 

藍
の
た
た
き
染
め
を

　

 

体
験
す
る
参
加
者

◀ 輪になって踊る
　 盆踊り

天気も晴れ、笑顔も晴れたカヌー教室
　7 月 6 日（部屋小）、8 月 4 日（赤麻小）、7 日（藤岡小）、9 日（三鴨小）、各
小学校のプールにおいて藤岡公民館主催「こどもカヌー教室」が行われ、計 64人
の児童が参加しました。
　パドルの持ち方やこぎ方を教わった後は、いよいよ乗艇！バランスを取りながら
パドルを操作し、壮快に進むカヌーの
楽しさを感じる子どもたちでした。

▲ 真剣に説明を聞く子どもたち ▲  パドルをこいでスイスイ― ▲ 普段経験できない体験がいっぱいの「親子わいわい塾」

▶ 

色
を
つ
け
た
り
、

　

 

ビ
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ズ
で
飾
り
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け

◀ キャンドルつくり
　 に挑戦

◀ たくさんお菓子を拾うぞ

▲ 体育館で元気に踊る子どもたち

お　 み  こし

り
ゅ
う 

ど   

す
い
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